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プ
ロ
ロ
ー
グ 

 

そ
の
小
屋
は
商
店
街
の
一
画
に
あ
る
。 

通
り
に
面
し
た
ガ
ラ
ス
戸
の
奥
は
、
あ
た
か
も
駅
の
待
合
室
の
風
情
。 

そ
こ
で
は
出
番
を
待
つ
俳
優
た
ち
が
思
い
お
も
い
に
食
事
を
し
た
り
、
化
粧
し
た
り
―
―
。 

商
店
街
の
買
い
物
客
た
ち
が
、
そ
の
模
様
を
好
奇
の
目
で
眺
め
つ
つ
、
通
り
過
ぎ
て
い
く
。 

掲
示
板
が
置
か
れ
、
数
十
分
後
に
こ
こ
で
開
始
さ
れ
る
芝
居
の
案
内
が
書
か
れ
て
あ
る
。 

 

※ 

 
こ
の
小
屋
の
裏
口
が
、
物
語
の
入
口
で
あ
る
。 

黒
幕
に
覆
わ
れ
た
狭
い
通
路
の
突
き
当
た
り
に
「
受
付
」
が
あ
り
、
駅
長
が
切
符
に

改
札
鋏

か
い
さ
つ
き
ょ
う

を
入
れ
て
い
る
。 

駅
長
か
ら
半
券
を
受
け
取
り
、
客
席
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
四
方
を
白
壁
に
囲
わ
れ
た

狭
い
空
間
。 

舞
台
中
央
に
柱
が
縦
に
並
ん
で
三
本
。 

客
席
に
一
番
近
い
柱
の
上
部
に
、
傘
の
つ
い
た
電
灯
。 

残
り
二
本
の
根
本
に
は
枯
葉
が
降
り
積
も
っ
て
い
る
。 

舞
台
奥
は
平
台
で
一
段
高
い
。 



 5 

平
台
の
手
前
、
古
び
た
木
製
の
床
に
、
バ
ー
の
カ
ウ
ン
タ
ー
。
上
に
ウ
イ
ス
キ
ー
の
瓶
と
、

飲
み
か
け
の
グ
ラ
ス
が
置
か
れ
て
あ
る
。 

周
囲
に
箱
状
の
置
き
道
具
が
、
い
く
つ
か
配
置
さ
れ
て
あ
る
。
そ
れ
ら
は
劇
中
で
、
と
き

に
宿
の
椅
子
、
家
の
文
机
と
な
り
、
と
き
に
火
鉢
、
と
き
に
蓄
音
機
と
な
り
―
―
。 

静
か
に
流
れ
る
マ
ン
ド
リ
ン
の
音
楽
。 

 

※  

【
Ｍ
０
】  

女
中
、
現
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
前
説
。 

 

○
前
説 

 

女
中 

本
日
は
、
ピ
タ
パ
タ
第
２
回
公
演
「
猫
町
」
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

開
演
に
先
立
ち
ま
し
て
、
い
く
つ
か
お
願
い
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

ケ
ー
タ
イ
電
話
は
音
の
出
な
い
設
定
に
す
る
か
、
電
源
を
お
切
り
く
だ
さ
い
。 

許
可
の
な
い
録
音
、
写
真
・
ビ
デ
オ
撮
影
は
固
く
お
断
り
し
ま
す
。 
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上
演
時
間
は
約
１
時
間
２
０
分
で
す
。
途
中
、
休
憩
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
お
手
洗
い
は
、
そ
ち
ら

を
出
て
左
、
入
口
横
に
一
つ
、
ご
ざ
い
ま
す
。
男
女
兼
用
で
一
つ
だ
け
で
す
の
で
、
ご
用
の
方
は

お
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。 

で
は
、
開
演
ま
で
、
も
う
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。 

 

女
中
、
去
る
。 

客
入
れ
最
後
の
曲
。 

 

【
Ｍ
１
】  

音
楽
、
高
ま
り
、
客
電
が
落
ち
る
。 

最
後
に
柱
の
、
傘
の
つ
い
た
電
灯
も
消
え
る
。 

★
暗
転
。 
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１
・
駅
（
一
九
二
九
年
） 

 

【
Ｍ
１
】
続
い
て
い
る
。 

 

昭
和
四
年
、
晩
秋
。 

そ
の
土
地
が
ど
こ
で
あ
る
の
か
、
具
体
的
に
特
定
し
な
い
。 

よ
っ
て
以
下
、
劇
中
の
会
話
は
基
本
的
に
標
準
語
で
な
さ
れ
る
。 

暗
闇
の
中
、
詩
人
〈
革
靴
１
〉
の
声
が
す
る
。 

 

詩
人 

（
声
）
旅
へ
の

誘
い
ざ
な

い
が
、
次
第
に
私
の
空
想

ロ

マ

ン

か
ら
消
え
て
い
っ
た
。 

  
  

ゆ
っ
く
り
と
明
か
り
が
つ
く
。 

と
、
駅
長
〈
革
靴
〉、
マ
マ
〈
パ
ン
プ
ス
〉
、
客
１
〈
ス
リ
ッ
パ
〉
、
客
２
〈
ス
リ
ッ
パ
〉
、
若
い
男

〈
革
靴
〉、
女
中
〈
草
履
〉、
時
計
屋
〈
革
靴
〉
の
姿
。 

駅
長
…
カ
ン
テ
ラ
を
掲
げ
汽
車
の
来
る
の
を
待
っ
て
い
る
。 

マ
マ
…
タ
ロ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
捲
り
、
と
き
お
り
溜
息
を
つ
く
。 

客
１
…
週
刊
誌
を
読
ん
で
い
る
。 

客
２
…
足
の
水
虫
の
治
り
が
気
に
な
る
。 

若
い
男
…
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
開
き
、
デ
ッ
サ
ン
。 
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女
中
…
そ
ろ
ば
ん
を
は
じ
い
て
い
る
。 

時
計
屋
…
時
計
を
磨
い
て
い
る
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
を
も
て
あ
ま
し
、
退
屈
な
田
舎
町
の
風
情
。 

 

詩
人 
（
歩
き
な
が
ら
）
昔
は
た
だ
、
そ
れ
の
表
象
、
汽
車
や
汽
船
や
、
見
知
ら
ぬ
他
国
の
町
々
や
を
、
イ
メ
ー
ジ

す
る
だ
け
で
も
心
が
躍
っ
た
。
し
か
る
に
過
去
の
経
験
は
、
旅
が
単
な
る
「
同
一
空
間
に
お
け
る
同
一
事
物

の
移
動
」
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。
ど
こ
へ
行
っ
て
み
て
も
、
同
じ
よ
う
な
人
間
ば
か
り
住
ん

で
お
り
、
同
じ
よ
う
な
村
や
町
や
で
、
同
じ
よ
う
な
単
調
な
生
活
を
繰
り
返
し
て
い
る
…
…
。 

 

 
 

詩
人
、
立
ち
止
ま
る
。
一
枚
の
枯
葉
を
拾
う
。 

 

【
Ｍ
１
】
一
旦
高
ま
り
、
Ｆ
Ｏ
。 

 

詩
人 

た
と
え
ば
諸
君
は
、
夜
お
そ
く
家
に
帰
る
汽
車
に
乗
っ
て
い
る
。
は
じ
め
駅
を
出
発
し
た
時
、
汽
車
は
レ
ー

ル
の
上
を
ま
っ
す
ぐ
に
、
東
か
ら
西
へ
向
か
っ
て
走
っ
て
い
る
。
だ
が
、
し
ば
ら
く
す
る
う
ち
に
、
汽
車
の

進
行
す
る
方
角
が
、
い
つ
の
ま
に
か
反
対
に
な
り
、
西
か
ら
東
へ
と
逆
に
走
っ
て
る
こ
と
に
気
が
つ
い
て
く

る
。
諸
君
の
理
性
は
決
し
て
そ
ん
な
は
ず
が
な
い
と
思
う
。
し
か
し
知
覚
上
の
事
実
と
し
て
、
汽
車
は
た
し

か
に
、
目
的
地
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
行
く
。
や
が
て
駅
に
到
着
し
、
い
つ
も
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
降
り
た
時
、
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は
じ
め
て
諸
君
は
夢
か
ら
醒
め
る
。
磁
石
の
針
が
く
る
り
と
ま
わ
っ
て
、
東
西
南
北
の
空
間
位
置
が
、
す
っ

か
り
逆
に
な
る
。
そ
し
て
一
旦
そ
れ
が
わ
か
れ
ば
、
は
じ
め
に
見
た
異
常
の
景
色
や
事
物
や
は
、
な
ん
で
も

な
い
平
常
通
り
の
、
見
慣
れ
た
つ
ま
ら
な
い
物
に
変
っ
て
し
ま
う
…
…
。 

 

詩
人
、
枯
葉
を
捨
て
る
。 

そ
し
て
駅
の
ホ
ー
ム
を
立
ち
去
ろ
う
と
し
た
と
き
、
駅
長
が
笛
を
吹
く
。 

か
ん
高
い
笛
の
音
。 

 

詩
人 

（
ぎ
く
り
と
し
て
立
ち
止
ま
り
）
…
…
。 

駅
長
の
声 

待
て
え
っ
！ 

こ
ら
、
待
て
ぇ
！ 

 

 
 

 

駅
長
と
詩
人
を
除
く
人
々
、
静
か
に
去
る
。 

と
あ
る
駅
の
ホ
ー
ム
。 

 

駅
長 

（
詩
人
を
認
め
）
…
…
あ
。
先
生
…
…
。 

詩
人 

こ
ん
ば
ん
は
…
…
。 

駅
長 

今
、
こ
っ
ち
に
、
猫
、
来
ま
せ
ん
で
し
た
？ 

詩
人 

猫
？ 

駅
長 

毛
の
青
い
、
ビ
ロ
ー
ド
み
た
い
な
…
…
。 
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詩
人 

ビ
ロ
ー
ド
？ 

駅
長 

え
え
。 

詩
人 

…
…
さ
ぁ
。
わ
た
し
は
、
何
も
見
ま
せ
ん
で
し
た
が
…
…
。 

駅
長 

く
そ
っ
、
逃
げ
足
の
速
い
泥
棒
猫
め
！ 

詩
人 
…
…
。
猫
が
、
ど
う
か
し
た
ん
で
す
か
？ 

駅
長 
ど
う
も
こ
う
も
、
晩
飯
の
お
か
ず
を
、
く
わ
え
て
逃
げ
て
い
っ
た
ん
で
す
よ
ぉ
。
ア
ジ
の
干
物
を
。 

詩
人 

あ
ぁ
…
…
。 

駅
長 

先
生
は
、
こ
ん
な
時
間
に
ど
ち
ら
へ
？ 

詩
人 

あ
、
い
や
、
今
、
帰
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
隣
町
か
ら
…
…
。 

駅
長 

隣
町
？ 

詩
人 

え
え
。 

駅
長 

隣
町
で
、
何
を
？ 

 

詩
人 

ま
ぁ
、
何
、
と
い
う
か
…
…
。 

駅
長 

あ
ぁ
！ 

取
材
で
す
か
？ 

 

詩
人 

え
？ 

駅
長 

た
い
へ
ん
で
す
な
あ
、
詩
人
と
い
う
お
仕
事
も
。
こ
ん
な
田
舎
に
湯
治
に
来
て
ま
で
…
…
。 

詩
人 

あ
ぁ
、
ま
ぁ
…
…
。 

駅
長 

（
猫
の
行
方
が
気
に
な
る
） 

詩
人 

あ
、
そ
う
だ
、
駅
長
さ
ん
。 
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駅
長 

は
い
？ 

詩
人 

つ
か
ぬ
事
を
う
か
が
い
ま
す
が
…
…
駅
長
さ
ん
は
「
憑 つ

き
村 む

ら

」
に
つ
い
て
、
何
か
ご
存
じ
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

駅
長 

ツ
キ
ム
ラ
？ 

詩
人 
え
え
。
そ
う
い
う
奇
妙
な
村
が
、
こ
の
辺
り
に
存
在
す
る
ら
し
い
ん
で
す
。
「
犬
神
」
に
憑
か
れ
た
も
の
は

肉
ば
か
り
食
っ
て
、「
猫
神
」
に
憑
か
れ
た
も
の
は
魚
ば
か
り
食
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
…
…
。 

駅
長 

あ
ぁ
、
憑
き
村
…
…
。 

詩
人 

な
ん
で
も
そ
の
村
の
住
人
は
、
年
に
一
度
、
月
の
な
い
闇
夜
を
選
ん
で
祭
礼
を
す
る
ん
だ
と
か
…
…
。
ほ
ら
、

今
夜
は
新
月
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
（
夜
空
を
見
上
げ
る
） 

駅
長 

（
つ
ら
れ
て
空
を
見
上
げ
る
）
…
…
。 

詩
人 

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
今
晩
あ
た
り
…
…
。 

駅
長 

い
や
い
や
、
ま
さ
か
。（
笑
う
） 

詩
人 

？ 

駅
長 

た
し
か
に
、
か
つ
て
は
こ
の
温
泉
場
の
付
近
に
も
、
そ
の
種
の
部
落
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
っ
て
話
で
す
け
ど

…
…
昔
の
話
で
す
よ
。
さ
す
が
に
、
も
う
、
今
の
時
代
に
は
…
…
。 

詩
人 

あ
ぁ
…
…
そ
う
で
す
か
…
…
。
そ
う
で
す
よ
ね
。
（
笑
う
） 

駅
長 

し
か
し
、
い
っ
た
い
ど
こ
で
、
そ
ん
な
話
を
？ 

詩
人 

隣
町
で
、
バ
ー
の
マ
マ
に
。 

駅
長 

バ
ー
？ 

詩
人 

え
え
。 
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駅
長 

バ
ー
っ
て
、
ひ
ょ
っ
と
し
て
、
駅
裏
の
？ 

詩
人 

駅
長
さ
ん
、
ご
存
じ
で
す
か
？ 

駅
長 

ご
存
じ
も
何
も
…
…
い
い
女
で
し
ょ
う
？ 
 

詩
人 

え
？ 

駅
長 
あ
そ
こ
の
マ
マ
。 

詩
人 
あ
ぁ
、
え
え
、
ま
ぁ
…
…
。 

駅
長 

そ
っ
か
あ
、
マ
マ
が
、
そ
ん
な
話
を
…
…
。 

詩
人 

あ
、
今
、
何
時
で
す
か
？ 

駅
長 

え
？ 

あ
ぁ
。（
腕
時
計
に
目
を
や
り
）
そ
ろ
そ
ろ
八
時
に
な
り
ま
す
。 

詩
人 

も
う
そ
ん
な
時
間
で
す
か
。 

駅
長 

先
生
、
晩
飯
は
？ 

詩
人 

え
？ 

駅
長 

も
し
、
あ
れ
な
ら
、
一
緒
に
ど
う
で
す
？ 

た
い
し
た
お
か
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
が
。 

詩
人 

あ
、
い
や
い
や
。 

駅
長 

い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
独
り
で
食
う
晩
飯
は
、
ど
う
も
、
味
気
な
く
て
…
…
。 

詩
人 

で
も
…
…
。 

駅
長 

ち
ょ
っ
と
、
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
も
あ
る
し
。 

詩
人 

相
談
？ 

駅
長 

え
え
。 
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詩
人 

何
で
す
か
？ 

相
談
て
。 

駅
長 

い
や
、
そ
の
ね
、
ち
ょ
っ
と
、
く
だ
ん
の
マ
マ
の
こ
と
で
…
…
。（
も
じ
も
じ
し
て
い
る
） 

詩
人 

え
？ 

駅
長 

あ
、
い
た
！ 

 

詩
人 
？ 

駅
長 
あ
そ
こ
、
泥
棒
猫
！ 

こ
ら
、
待
て
え
！ 

 
駅
長
、
見
え
な
い
猫
を
追
っ
て
去
る
。 

 

【
Ｍ
１
】
Ｆ
Ｉ
。 

 

詩
人 

…
…
そ
の
頃
私
は
、
Ｋ
と
い
う
温
泉
に
逗
留
し
て
い
た
。
九
月
も
末
に
近
く
、
彼
岸
を
過
ぎ
た
山
の
中
で
は
、

も
う
す
っ
か
り
秋
の
季
節
に
な
っ
て
い
た
―
―
。 

 
 

 

【
Ｍ
１
】
高
ま
る
。 

 

詩
人
、
去
る
。 
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２
・
宿
の
広
間
（
一
九
二
九
年
） 

 

詩
人
の
姿
、
見
え
な
く
な
る
。 

客
１
〈
ス
リ
ッ
パ
〉、
浴
衣
に
羽
織
姿
で
現
れ
る
。 

 

客
１ 
う
ぅ
…
…
。（
手
を
こ
す
り
な
が
ら
） 

 

【
Ｍ
１
】
Ｆ
Ｏ
。 

 

そ
こ
は
湯
治
場
の
宿
で
あ
る
。 

客
１
、
腰
を
か
ば
う
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
椅
子
に
座
る
。 

 

客
１ 

ぁ
タ
タ
タ
…
…
。 

 

や
が
て
女
中
〈
草
履
〉、
火
鉢
を
抱
え
、
現
れ
る
。 

 

女
中 

冷
え
ま
す
ね
ぇ
、
今
夜
は
。 

客
１ 

あ
ぁ
。
冷
え
る
ね
。 

女
中 

腰
の
具
合
は
、
ど
う
で
す
？ 

客
１ 

ん
ん
…
…
。 
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女
中 

少
し
は
良
く
な
り
ま
し
た
？ 

客
１ 

ど
う
な
ん
だ
ろ
う
。
良
く
な
っ
た
よ
う
な
、
な
ら
な
い
よ
う
な
…
…
。 

 

と
、
浴
衣
に
羽
織
姿
の
客
２
〈
ス
リ
ッ
パ
〉、
現
れ
る
。 

首
を
か
し
げ
、
片
足
で
ト
ン
ト
ン
跳
ね
な
が
ら
―
―
。 

 

女
中 

…
…
。
ど
う
さ
れ
ま
し
た
？ 

客
２ 

も
の
す
ご
い
音
が
す
ん
の
よ
。 

女
中 

え
？ 

客
２ 

ガ
サ
、
ガ
サ
っ
て
。 

女
中 

ガ
サ
、
ガ
サ
？ 

客
２ 

耳
に
、
風
呂
の
お
湯
が
入
っ
ち
ゃ
っ
て
。（
と
、
こ
め
か
み
を
叩
く
） 

女
中 

あ
ぁ
…
…
。 

客
２ 

ほ
ら
。（
二
、
三
度
、
首
を
振
り
）
ガ
サ
、
ガ
サ
…
…
。
ね
？ 

女
中 

ね
、
っ
て
言
わ
れ
て
も
…
…
。 

客
１ 

そ
ろ
そ
ろ
雪
か
ね
？ 

女
中 

え
？ 

あ
ぁ
、
そ
れ
は
ま
だ
。
初
雪
は
早
く
て
来
月
の
終
わ
り
、
い
つ
も
は
師
走
に
入
っ
て
か
ら
で
す
よ
。 

客
１ 

そ
う
。 

女
中 

え
え
。 
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客
２ 

だ
け
ど
、
殺
傷
能
力
、
強
烈
だ
ね
。
こ
こ
の
お
湯
。 

女
中 

は
い
？ 

客
２ 

一
日
浸
か
っ
た
だ
け
で
、
水
虫
、
す
っ
か
り
治
っ
ち
ゃ
っ
た
よ
。 

女
中 

あ
ぁ
…
…
そ
う
で
す
か
。
そ
り
ゃ
、
よ
か
っ
た
で
す
ね
。 

客
２ 
ほ
ら
。（
と
、
ス
リ
ッ
パ
を
脱
ぐ
） 

女
中 
い
や
い
や
、
見
せ
な
く
て
い
い
で
す
か
ら
。
（
顔
を
背
け
る
） 

客
２ 

そ
？ 

客
１ 

で
、
先
生
は
？ 

女
中 

あ
ぁ
、
今
日
は
、
ま
だ
。 

客
１ 

ま
た
ど
っ
か
で
呑
ん
で
ん
の
か
な
あ
。 

女
中 

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。 

客
２ 

先
生
？ 

女
中 

呑
ま
ず
に
い
ら
れ
な
い
心
境
な
ん
で
す
よ
。
う
ん
。 

客
１ 

ま
あ
、
気
持
ち
は
、
わ
か
ら
な
い
じ
ゃ
な
い
け
ど
、
し
か
し
こ
の
寒
空
に
…
…
。 

客
２ 

え
、
え
、
先
生
っ
て
？ 

客
１ 

何
で
す
か
、
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
…
…
。 

女
中 

詩
人
の
先
生
で
す
。 

客
２ 

詩
人
？ 

女
中 

有
名
な
先
生
な
ん
で
す
よ
。
週
刊
誌
に
載
っ
ち
ゃ
う
よ
う
な
。
一
週
間
ほ
ど
前
か
ら
お
泊
ま
り
な
ん
で
す
。
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（
と
、
得
意
げ
に
） 

客
２ 

そ
ん
な
有
名
人
が
？ 

女
中 

え
え
。 

客
２ 

こ
の
宿
に
？
！ 

女
中 
…
…
い
け
ま
せ
ん
か
！
？ 

客
２ 
い
け
な
か
な
い
け
ど
…
…
で
も
、
ま
た
、
な
ん
だ
っ
て
、
そ
ん
な
偉
い
先
生
が
…
…
。 

女
中 

だ
か
ら
、
静
か
な
場
所
で
一
人
に
な
り
た
い
心
境
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
う
ん
。 

客
２ 

え
、
え
、
ど
う
い
う
こ
と
？ 

一
人
に
な
り
た
い
心
境
っ
て
？ 

女
中 

離
婚
し
た
ん
で
す
よ
。 

客
２ 

離
婚
？ 

女
中 

え
え
。 

客
２ 

ま
た
、
な
ん
で
？ 

女
中 

そ
こ
ま
で
は
言
え
ま
せ
ん
よ
！ 

客
２ 

は
？ 

女
中 

女
中
の
口
か
ら
、
お
客
様
の
個
人
的
な
こ
と
を
、
ぺ
ら
ぺ
ら
と
…
…
。 

客
２ 

は
ぁ
…
…
。 

女
中 

で
も
、
ど
う
し
て
も
っ
て
い
う
な
ら
。 

客
２ 

え
？ 

女
中 

こ
こ
だ
け
の
話
で
す
よ
？ 
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客
２ 

あ
、
あ
ぁ
、
う
ん
…
…
。 

女
中 

逃
げ
ら
れ
た
ん
で
す
よ
、
奥
さ
ん
に
。 

客
２ 

逃
げ
ら
れ
た
？ 

女
中 

え
え
。 

客
２ 
な
ん
で
？ 

女
中 
奥
さ
ん
に
、
若
い
男
が
で
き
て
…
…
。 

客
１ 

ち
ょ
っ
と
、
あ
ん
ま
り
個
人
的
な
こ
と
を
ペ
ラ
ペ
ラ
と
…
…
。 

  
 

詩
人
〈
ス
リ
ッ
パ
〉
現
れ
る
。 

 

客
１ 

あ
！
（
立
ち
上
が
り
）
あ
た
た
た
た
…
…
。（
と
、
腰
を
押
さ
え
る
） 

女
中 

（
振
り
返
り
）
あ
、
先
生
、
お
か
え
り
な
さ
い
ま
せ
。 

詩
人 

た
だ
い
ま
。 

女
中 

晩
ご
飯
は
…
…
？ 

詩
人 

あ
ぁ
。
駅
長
さ
ん
と
こ
で
、
軽
く
済
ま
せ
て
き
た
。 

女
中 

駅
長
さ
ん
と
？ 

詩
人 

う
ん
。
ど
う
し
て
も
っ
て
、
し
つ
こ
い
も
ん
だ
か
ら
。 

女
中 

そ
う
で
す
か
。
じ
ゃ
、
お
夜
食
に
、
お
茶
漬
け
で
も
…
…
。 

詩
人 

そ
う
し
て
く
れ
る
か
い
？ 
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女
中 

は
い
。
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
。 

  
 

女
中
、
去
る
。 

 

客
２ 
あ
な
た
が
そ
う
で
す
か
？ 

詩
人 
え
？ 

客
２ 

詩
人
さ
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
か
？ 

詩
人 

あ
ぁ
…
…
。 

客
２ 

い
や
ー
、
た
い
し
た
も
ん
で
す
な
あ
。
わ
た
し
、
は
じ
め
て
見
ま
し
た
よ
。
動
い
て
る
詩
人
て
。
動
く
ん
で

す
な
あ
。 

詩
人 

…
…
。 

客
１ 

（
詩
人
に
）
ま
た
、
呑
ん
で
ら
し
た
ん
で
す
か
？ 

詩
人 

え
え
。 

客
１ 

今
日
は
、
ど
ち
ら
で
？ 

詩
人 

隣
町
の
バ
ー
で
。 

客
１ 

隣
町
。 

詩
人 

え
え
。 

客
１ 

そ
う
で
す
か
。 

客
２ 

そ
り
ゃ
、
呑
ま
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
よ
ね
え
。
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
あ
。 
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詩
人 

そ
ん
な
こ
と
？ 

客
１ 

ん
ん
っ
、
ん
ん
っ
！
（
咳
払
い
） 

客
２ 

風
邪
で
す
か
？ 

ダ
メ
で
す
よ
ぉ
。
風
呂
上
が
り
は
、
あ
っ
た
か
く
し
な
い
と
。 

客
１ 

…
…
。 

女
中
の
声 

こ
ら
あ
！ 

 

一
同 
（
振
り
返
り
）
？ 

  
 

女
中
、
箒
を
手
に
駆
け
戻
る
。 

 

女
中 

あ
れ
っ
…
…
？ 

客
２ 

ど
し
た
の
？ 

女
中 

今
、
こ
っ
ち
に
、
猫
来
ま
せ
ん
で
し
た
？ 

客
１ 

猫
？ 

女
中 

青
い
、
ビ
ロ
ー
ド
み
た
い
な
毛
の
…
…
。 

詩
人 

え
っ
？ 

客
２ 

こ
っ
ち
に
は
来
て
な
い
よ
。（
客
１
に
）
来
て
ま
せ
ん
よ
ね
え
？ 

客
１ 

ん
…
…
。 

女
中 

お
か
し
い
わ
ね
え
。
た
く
、
ど
こ
へ
逃
げ
た
ん
だ
か
…
…
。 
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女
中
、
猫
を
探
し
て
去
る
。 

 
客
１ 

珍
し
い
な
あ
、
青
い
猫
な
ん
て
。 

客
２ 

き
っ
と
外
人
な
ん
で
し
ょ
う
。 

客
１ 
外
人
？ 

客
２ 
え
え
。 

客
１ 

何
が
？ 

客
２ 

だ
か
ら
、
猫
。 

客
１ 

猫
に
、
外
人
て
…
…
。 

詩
人 

エ
レ
ナ
…
…
。 

客
１
・
２ 

え
？ 

客
２ 

え
れ
な
？ 

詩
人 

あ
、
い
や
…
…
猫
…
…
。 

客
２ 

あ
ぁ
。 

客
１ 

ご
存
じ
な
ん
で
す
か
？ 

そ
の
猫
。 

詩
人 

い
や
、
今
、
急
に
、
閃
き
ま
し
て
。
そ
う
、
名
づ
け
て
み
ま
し
た
。 

客
１ 

は
ぁ
…
…
。 

詩
人 

…
…
冷
え
ま
す
ね
、
今
夜
は
。
底
冷
え
が
す
る
。 
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詩
人
、
し
ゃ
が
ん
で
火
鉢
に
手
を
か
ざ
す
。 

 
客
２ 

し
か
し
、
あ
れ
で
す
か
。
詩
っ
て
い
う
の
は
。
金
に
な
る
も
ん
な
ん
で
す
か
？ 

 
詩
人 

（
火
鉢
を
見
つ
め
）
…
…
。 

客
２ 
ね
ぇ
、
先
生
。
詩
っ
て
、
金
に
…
…
。 

 
客
１
、
客
２
を
肘
で
つ
つ
く
。 

 

客
２ 

え
？ 

…
…
あ
！ 

客
１ 

ん
？ 

客
２ 

（
耳
の
水
が
）
取
れ
た
。 

 
 

 

 
 

客
２
、
首
を
振
る
。 

 

客
１ 

…
…
。 

 

  

★
暗
転
。 

 

【
Ｍ
２
】 
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３
・
バ
ー
（
一
九
二
九
年
） 

 

【
Ｍ
２
】
続
い
て
い
る
。 

 

暗
転
中
、
詩
人
は
火
鉢
か
ら
靴
〈
革
靴
２
〉
を
取
り
出
す
。
履
き
替
え
、
ス
リ
ッ
パ
を
火
鉢
に
し

ま
う
。 

明
か
り
が
つ
く
と
、
詩
人
、
カ
ウ
ン
タ
ー
の
前
の
椅
子
に
座
っ
て
い
る
。 

そ
こ
は
隣
町
の
バ
ー
で
あ
る
。 

カ
ウ
ン
タ
ー
の
中
で
、
バ
ー
の
マ
マ
〈
パ
ン
プ
ス
〉
が
、
タ
ロ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
切
っ
て
い
る
。 

 

マ
マ 

で
、
お
名
前
は
？ 

詩
人 

私
？ 

マ
マ 

そ
う
じ
ゃ
な
く
て
。
先
生
の
初
恋
の
お
相
手
。 

詩
人 

あ
ぁ
…
…
。
エ
レ
ナ
で
す
。 

マ
マ 

え
り
な
。 

詩
人 

い
や
、
エ
レ
ナ
。 

マ
マ 

え
み
な
。 

詩
人 

エ
・
レ
・
ナ
！ 

マ
マ 

エ
レ
ナ
さ
ん
？ 
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詩
人 

え
え
。 

マ
マ 

止
め
ち
ゃ
っ
て
い
い
か
し
ら
？ 

詩
人 

え
？ 

マ
マ 

レ
コ
ー
ド
。
聴
い
て
る
？ 

詩
人 
あ
ぁ
、
い
や
。
ど
う
ぞ
。 

  
 

マ
マ
、
蓄
音
機
の
針
を
戻
す
（
仕
草
）。 

 

【
Ｍ
２
】
Ｃ
Ｏ
。 

 

マ
マ 

外
人
さ
ん
？ 

詩
人 

は
い
？ 

マ
マ 

エ
レ
ナ
さ
ん
て
。 

詩
人 

あ
ぁ
。
い
や
、
洗
礼
名
で
す
よ
。 

マ
マ 

セ
ン
レ
ー
メ
ー
？ 

詩
人 

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ネ
ー
ム
。 

マ
マ 

あ
ぁ
。 

詩
人 

あ
れ
は
晴
れ
た
冬
の
日
で
し
た
。
長
い
髪
を
洋
風
に
束
ね
、
鮮
や
か
な
青
い
ビ
ロ
ー
ド
の
外
套
を
着
て
…
…
。

も
と
も
と
、
妹
の
女
学
校
の
友
人
で
し
て
ね
。
身
体
が
弱
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。
何
度
か
う
ち
の
病
院
に
診
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察
を
受
け
に
来
て
い
て
…
…
。
私
は
、
一
目
見
て
、
恋
に
落
ち
ま
し
た
。
ま
る
で
ロ
ー
マ
の
サ
ロ
ン
で
、
ル

ー
・
ザ
ロ
メ
に
出
会
っ
た
と
き
の
、
ニ
ー
チ
ェ
の
よ
う
に
…
…
。 

マ
マ 

ニ
ー
チ
ェ
？ 

 
詩
人 

え
え
。 

マ
マ 
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ネ
ー
ム
？ 

詩
人 
い
や
い
や
。
有
名
な
哲
学
者
で
す
。「
神
は
死
ん
だ
」
と
言
っ
た
…
…
。 

マ
マ 

神
は
、
死
ん
だ
…
…
。 

詩
人 

え
え
。（
酒
を
飲
む
） 

マ
マ 

そ
れ
で
？ 
実
っ
た
の
、
そ
の
恋
は
？ 

詩
人 

（
首
を
横
に
振
る
） 

マ
マ 

そ
う
…
…
。 

詩
人 

私
が
進
学
で
故
郷
を
留
守
に
し
て
い
る
間
に
、
彼
女
は
嫁
い
で
い
き
ま
し
た
。
隣
町
の
医
者
の
と
こ
ろ
へ
。 

マ
マ 

そ
う
な
の
…
…
。 

詩
人 

故
郷
に
戻
っ
て
か
ら
、
私
は
彼
女
に
手
紙
を
書
き
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
彼
女
に
会
う
た
め
に
、

嫁
ぎ
先
ま
で
訪
ね
て
行
っ
た
の
で
す
。
け
れ
ど
、
そ
れ
が
失
敗
の
も
と
で
し
た
。 

マ
マ 

失
敗
？ 

詩
人 

え
え
。 

マ
マ 

ど
う
い
う
こ
と
？ 

詩
人 

亭
主
に
知
ら
れ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
ず
っ
と
秘
密
に
し
て
き
た
二
人
の
交
歓
も
、
お
し
ま
い
に
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な
り
ま
し
た
。 

マ
マ 

ご
主
人
に
見
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
ね
？ 

エ
レ
ナ
さ
ん
と
、
二
人
で
い
る
と
こ
ろ
を
。 

詩
人 

そ
う
じ
ゃ
な
い
。 

マ
マ 

？ 

詩
人 
私
が
門
柱
の
陰
に
隠
れ
て
、
エ
レ
ナ
が
出
て
く
る
の
を
待
っ
て
た
ら
、
あ
ろ
う
こ
と
か
、
亭
主
が
出
て
き
て

し
ま
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
私
を
見
つ
け
て
、
至
極
高
圧
的
な
態
度
で
私
の
名
前
を
聞
く
も
ん
だ
か
ら
、
私

は
、
つ
い
…
…
。 

マ
マ 

殴
っ
て
し
ま
っ
た
？
！ 

詩
人 

正
直
に
本
名
を
名
乗
っ
て
し
ま
っ
た
。 

マ
マ 

…
…
。 

詩
人 

あ
あ
、
あ
の
と
き
の
こ
と
を
思
い
出
す
と
、
い
ま
だ
に
胸
が
苦
し
い
！ 

 

詩
人
、
グ
ラ
ス
の
酒
を
飲
む
。 

マ
マ
、
カ
ー
ド
を
片
付
け
る
。 

 

詩
人 

ね
ぇ
、
マ
マ
。 

マ
マ 

ん
？ 

詩
人 

私
た
ち
は
、
来
世
で
は
結
ば
れ
る
で
し
ょ
う
か
？ 

マ
マ 

来
世
？ 
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詩
人 

生
ま
れ
変
わ
っ
た
ら
、
私
と
エ
レ
ナ
は
…
…
。 

マ
マ 

つ
ま
り
、
先
生
は
、
ハ
ナ
か
ら
そ
の
恋
を
成
就
さ
せ
る
つ
も
り
な
ん
か
、
な
か
っ
た
の
ね
。 

詩
人 

え
？ 

マ
マ 

せ
い
ぜ
い
恋
に
恋
し
て
い
た
だ
け
な
ん
だ
わ
。 

詩
人 
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
！ 

あ
れ
は
私
に
と
っ
て
正
真
正
銘
、
最
初
で
最
後
の
恋
だ
っ
た
ん
だ
か
ら
。 

マ
マ 
だ
っ
た
ら
、
な
ぜ
奪
い
取
ら
な
か
っ
た
の
？ 

詩
人 

え
？ 

マ
マ 

な
ぜ
？ 
彼
女
は
そ
れ
を
待
っ
て
い
た
の
よ
！ 

詩
人 

そ
ん
な
こ
と
…
…
世
間
が
許
し
ま
せ
ん
よ
。 

マ
マ 

ほ
ら
ね
。
先
生
は
、
エ
レ
ナ
さ
ん
を
利
用
し
た
ん
じ
ゃ
な
く
て
？ 

詩
人 

利
用
？ 

マ
マ 

恋
に
苦
し
む
自
分
の
心
を
、
詩
に
書
く
こ
と
が
目
的
で
。 

詩
人 

利
用
だ
な
ん
て
…
…
。 

マ
マ 

そ
ん
な
の
「
恋
」
と
は
呼
べ
な
い
わ
。
（
カ
ー
ド
を
捲
り
）
ほ
ら
。
カ
ー
ド
も
言
っ
て
る
。
先
生
は
、
ほ
ん

と
の
恋
と
い
う
も
の
を
知
ら
な
い
ん
で
す
よ
。 

詩
人 

…
…
。 

  
 

時
計
屋
〈
革
靴
〉
が
現
れ
る
。 
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マ
マ 

あ
ら
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
。 

時
計
屋 

（
詩
人
を
認
め
）
…
…
。 

マ
マ 

ど
う
ぞ
。
奥
に
。
（
テ
ー
ブ
ル
の
椅
子
を
勧
め
る
） 

時
計
屋 

ん
。 

マ
マ 
い
つ
も
の
で
い
い
？ 

時
計
屋 
あ
ぁ
。 

マ
マ 

（
酒
を
つ
く
り
な
が
ら
）
先
生
は
？ 

詩
人 

え
？ 

マ
マ 

お
か
わ
り
は
？ 

詩
人 

あ
、
は
い
。
じ
ゃ
あ
。 

  
 

マ
マ
、
詩
人
の
グ
ラ
ス
に
酒
を
注
ぎ
、
ぞ
ん
ざ
い
に
置
く
。 

そ
し
て
べ
つ
の
グ
ラ
ス
の
酒
を
時
計
屋
に
運
ぶ
。 

 

マ
マ 

最
近
、
お
忙
し
い
の
？ 

時
計
屋 

ん
？ 

マ
マ 

ち
っ
と
も
顔
見
せ
て
く
れ
な
い
じ
ゃ
な
い
。 

時
計
屋 

そ
う
か
い
？ 

マ
マ 

そ
う
よ
。
も
う
、
ち
ょ
う
ど
一
月
ぶ
り
よ
。
前
に
来
た
の
も
新
月
の
晩
。
憑
き
村
の
祭
礼
じ
ゃ
あ
る
ま
い
し
。
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ね
ぇ
、
先
生
。 

詩
人 

え
…
…
ツ
キ
ム
ラ
？ 

マ
マ 

そ
う
い
う
お
か
し
な
村
が
あ
る
の
よ
。「
犬
神
」
に
憑
か
れ
た
住
人
は
肉
ば
か
り
食
べ
て
、「
猫
神
」
に
憑
か

れ
た
の
は
魚
ば
か
り
食
べ
て
暮
ら
し
て
い
る
の
。 

詩
人 
え
？ 

マ
マ 
で
、
年
に
一
度
、
月
の
な
い
闇
夜
を
選
ん
で
祭
礼
を
す
る
の
よ
。
そ
の
祭
の
様
子
は
、
村
人
以
外
の
普
通
の

人
に
は
全
く
見
え
な
く
て
、
ま
れ
に
見
て
来
た
人
が
あ
っ
て
も
、
な
ぜ
か
口
を
つ
ぐ
ん
で
決
し
て
話
そ
う
と

し
な
い
。
ほ
ら
。
今
日
は
新
月
じ
ゃ
な
い
。 

詩
人 

…
…
迷
信
で
し
ょ
う
？ 

マ
マ 

あ
！
（
窓
の
外
を
指
さ
す
） 

詩
人 

（
振
り
返
り
、
窓
の
外
に
目
を
や
る
）
…
…
。 

時
計
屋 

よ
し
な
さ
い
よ
。
都
会
の
人
を
か
ら
か
う
も
ん
じ
ゃ
な
い
。 

マ
マ 

で
も
、
ほ
ん
と
の
話
よ
。
子
供
の
頃
、
友
達
の
友
達
の
お
姉
さ
ん
の
友
達
が
、
見
た
っ
て
。 

時
計
屋 

と
に
か
く
、
よ
し
て
く
れ
。
酒
が
ま
ず
く
な
る
。 

マ
マ 

そ
う
。
ご
め
ん
な
さ
い
。 

  
 

時
計
屋
、
酒
を
あ
お
る
。 

 

時
計
屋 

あ
ー
。（
酒
の
強
さ
に
喉
が
焼
け
る
） 
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詩
人 

…
…
。（
時
計
に
目
を
や
り
）
あ
。
そ
ろ
そ
ろ
、
お

暇
い
と
ま

し
な
い
と
…
…
。 

マ
マ 

も
う
？ 

 
詩
人 

え
え
。 

マ
マ 
こ
ん
な
時
間
か
ら
、
お
仕
事
？ 

詩
人 
そ
う
じ
ゃ
な
い
け
ど
…
…
。 

マ
マ 

だ
っ
た
ら
、
ま
だ
、
ゆ
っ
く
り
し
て
っ
た
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
。 

詩
人 

そ
ろ
そ
ろ
汽
車
の
時
間
が
…
…
。 

マ
マ 

あ
ぁ
。
残
念
。 

詩
人 

お
い
く
ら
で
す
か
？ 

  
 

マ
マ
、
詩
人
に
伝
票
を
渡
す
。 

 
 

 

詩
人 

（
財
布
を
開
き
）
あ
…
…
。 

マ
マ 

え
？ 

詩
人 

ツ
ケ
に
し
と
い
て
も
ら
う
っ
て
わ
け
に
は
…
…
。 

マ
マ 

え
え
っ
！
？ 

詩
人 

近
い
う
ち
に
必
ず
払
い
に
き
ま
す
か
ら
。 

マ
マ 

（
訝
し
む
目
で
）
…
…
。 

詩
人 

…
…
あ
、
じ
ゃ
あ
、
こ
れ
。（
と
、
懐
中
時
計
を
）
預
け
て
帰
り
ま
す
か
ら
。 
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マ
マ 

時
計
？ 

詩
人 

す
ご
く
高
価
な
も
の
で
す
。
舶
来
品
。 

マ
マ 

…
…
し
ょ
う
が
な
い
わ
ね
。 

詩
人 

す
い
ま
せ
ん
。
近
い
う
ち
、
必
ず
、
払
い
に
来
ま
す
か
ら
。 

マ
マ 
お
待
ち
し
て
ま
す
。 

  
 

詩
人
、
去
る
。 

 

マ
マ 

（
見
送
り
に
出
て
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  
 

マ
マ
、
戻
る
。 

 

時
計
屋 

詩
人
だ
ね
？ 

マ
マ 

あ
ら
。
先
生
の
こ
と
、
ご
存
じ
？ 

時
計
屋 

週
刊
誌
に
離
婚
の
記
事
が
…
…
。 

マ
マ 

あ
ぁ
。 

時
計
屋 

ど
う
し
て
こ
こ
に
？ 

マ
マ 

隣
町
の
宿
に
、
湯
治
に
来
て
る
ん
で
す
っ
て
。 

時
計
屋 

へ
ぇ
…
…
。
（
酒
を
飲
む
） 
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マ
マ 

あ
。 

  
 

カ
ウ
ン
タ
ー
の
上
に
手
帳
が
置
き
忘
れ
て
あ
る
。 

 
 

マ
マ 
（
そ
れ
を
手
に
取
り
）
先
生
、
忘
れ
て
っ
た
。
…
…
ま
、
こ
れ
も
質
草
に
預
か
っ
て
お
く
か
。 

  
 

★
暗
転
。 

  

【
Ｍ
２
】 
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４
・
家
（
一
九
二
七
年
） 

 

【
Ｍ
２
】
続
い
て
い
る
。 

 

明
か
り
が
つ
く
と
、
そ
こ
は
詩
人
の
家
で
あ
る
。 

詩
人
の
妻
〈
裸
足
〉、
コ
ン
パ
ク
ト
を
開
き
、
鼻
歌
を
歌
い
な
が
ら
化
粧
し
て
い
る
。 

や
が
て
妻
の
背
後
に
、
詩
人
〈
裸
足
〉
、
現
れ
る
。 

 

詩
人 

…
…
。 

 

詩
人
、
レ
コ
ー
ド
を
止
め
る
（
仕
草
）。 

 

【
Ｍ
２
】
Ｃ
Ｏ
。 

 

妻
、
鼻
歌
を
止
め
る
。 

 

妻 

…
…
あ
ら
。
い
ら
し
た
ん
で
す
か
。 

詩
人 

何
し
て
る
？ 

妻 

え
？ 

詩
人 

ま
さ
か
、
出
か
け
る
つ
も
り
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
ね
。 
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妻 

前
か
ら
言
っ
て
あ
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。 

詩
人 

よ
さ
な
い
か
、
今
夜
は
。 

妻 

ど
う
し
て
で
す
？ 

詩
人 
ど
う
し
て

、

、

、

、

？ 

娘
が
病
気
な
ん
だ
ぞ
！ 

妻 
病
気
だ
な
ん
て
、
大
袈
裟
な
…
…
。 

詩
人 

何
が
大
袈
裟
な
も
ん
か
！ 

 

妻 

心
配
し
す
ぎ
よ
。 

詩
人 

現
に
ひ
ど
い
熱
で
、
う
な
さ
れ
て
る
じ
ゃ
な
い
か
！ 

妻 

お
お
か
た
風
邪
で
も
ひ
い
た
ん
で
し
ょ
。
熱
な
ん
か
寝
て
れ
ば
そ
の
う
ち
下
が
り
ま
す
よ
。 

詩
人 

…
…
。 

妻 

（
腕
時
計
に
目
を
や
り
）
や
だ
、
も
う
こ
ん
な
時
間
。
晩
ご
飯
、
茶
箪
笥
に
ア
ジ
の
干
物
が
入
っ
て
ま
す
か

ら
。 

 

妻
、
立
ち
上
が
る
。 

 

詩
人 

ち
ょ
っ
と
待
ち
な
さ
い
！ 

妻 

ま
だ
何
か
？ 

詩
人 

そ
こ
、
座
り
な
さ
い
。 

妻 

だ
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
も
し
て
ら
れ
な
い
ん
で
す
よ
。 
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詩
人 

い
い
か
ら
座
り
な
さ
い
！ 

妻 

…
…
。 

 

妻
、
渋
々
、
座
る
。 

 

妻 
手
短
に
お
願
い
し
ま
す
ね
。 

詩
人 

ど
う
し
て
キ
ミ
は
そ
う
な
ん
だ
？ 

妻 

何
が
で
す
か
？ 

詩
人 

娘
の
こ
と
が
心
配
じ
ゃ
な
い
の
か
？ 

妻 

心
配
し
て
ま
す
よ
。 

詩
人 

心
配
し
て
た
ら
、
こ
ん
な
と
き
に
ダ
ン
ス
な
ん
て
…
…
。 

妻 

だ
っ
て
、
約
束
な
ん
で
す
か
ら
。 

詩
人 

そ
ん
な
約
束
な
ん
て
、
断
れ
ば
済
む
話
だ
ろ
う
。 

妻 

今
さ
ら
迷
惑
で
し
ょ
う
？ 
あ
ち
ら
だ
っ
て
準
備
な
さ
っ
て
る
ん
だ
し
。
だ
い
た
い
、
も
と
は
と
い
え
ば
、

あ
な
た
が
勧
め
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。 

詩
人 

何
が
？ 

妻 

ダ
ン
ス
で
す
よ
。
何
か
雑
誌
に
も
、
お
書
き
に
な
っ
て
た
で
し
ょ
う
？
「
舞
踏
会
は
惰
性
的
な
夫
婦
生
活
に

刺
激
を
与
え
、
新
鮮
な
も
の
に
蘇
ら
せ
る
」
と
か
、
な
ん
と
か
。
あ
た
し
、
ち
ゃ
あ
ん
と
覚
え
て
る
ん
で
す

か
ら
。 
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詩
人 

…
…
。 

妻 

そ
れ
と
も
、
あ
れ
は
嘘
を
お
書
き
に
な
っ
た
ん
で
す
か
？ 

詩
人 

時
と
場
合
を
わ
き
ま
え
ろ
と
言
っ
て
る
ん
だ
！ 

妻 

そ
ん
な
に
心
配
な
ら
、
お
医
者
様
で
も
何
で
も
呼
ん
だ
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。 

詩
人 
と
っ
く
に
呼
ん
だ
よ
。 

妻 
な
ら
、
そ
れ
で
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
？ 

 

詩
人 

そ
う
い
う
こ
と
言
っ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
！ 

妻 

じ
ゃ
、
ど
う
い
う
こ
と
な
ん
で
す
？ 

詩
人 

（
溜
息
）
キ
ミ
に
は
母
親
と
し
て
の
自
覚
が
な
い
の
か
？ 

妻 

…
…
。
結
局
、
そ
う
い
う
こ
と
な
ん
で
す
よ
。 

詩
人 

何
？ 

妻 

あ
な
た
は
、
口
で
は
進
歩
的
な
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
る
け
れ
ど
、
本
音
で
は
、
妻
は
妻
ら
し
く
、
母
は
母
ら
し

く
…
…
そ
う
や
っ
て
女
を
家
庭
の
中
に
閉
じ
込
め
て
お
き
た
い
人
な
ん
だ
わ
。 

詩
人 

誰
も
そ
ん
な
こ
と
言
っ
て
や
し
な
い
だ
ろ
う
。 

妻 

言
っ
て
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。 

詩
人 

言
っ
て
な
い
だ
ろ
う
。
私
は
た
だ
、
も
う
少
し
、
娘
の
こ
と
を
気
に
か
け
て
や
っ
て
く
れ
と
…
…
。 

妻 

父
親
ぶ
っ
て
…
…
。 

詩
人 

え
？ 

妻 

あ
な
た
こ
そ
、
ほ
ん
と
に
娘
の
こ
と
を
思
う
な
ら
、
少
し
は
売
れ
る
よ
う
な
モ
ン
を
お
書
き
に
な
っ
た
ら
い
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か
が
な
ん
で
す
？ 

 

詩
人 

…
…
。 

妻 

マ
エ
バ
シ
の
お
義
父
さ
ま
だ
っ
て
い
つ
ま
で
お
元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
わ
か
ら
な
い
ん
だ
し
、
そ
う
な
っ

た
ら
今
ま
で
み
た
い
に
、
仕
送
り
し
て
も
ら
う
っ
て
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
よ
？ 

大
黒
柱
の
あ
な
た
が
し

っ
か
り
し
て
く
だ
さ
ら
な
い
と
。 

詩
人 
今
、
そ
う
い
う
話
を
し
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
う
。 

妻 

そ
う
い
う
話
に
な
る
で
し
ょ
う
。
あ
の
子
も
来
年
は
小
学
校
な
ん
で
す
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
か
か
り
ま
す
よ
。 

詩
人 

そ
ん
な
こ
と
、
言
わ
れ
な
く
た
っ
て
、
わ
か
っ
て
る
よ
…
…
。 

妻 

わ
か
っ
て
る
な
ら
、
わ
か
っ
て
る
な
り
の
こ
と
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

詩
人 

キ
ミ
は
私
に
、
流
行
歌
で
も
書
け
と
い
う
の
か
？ 

妻 

書
い
て
み
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
。
書
け
る
も
の
な
ら
。 

詩
人 

…
…
。 

  
  

や
や
間
。 

 

妻 

（
腕
時
計
に
目
を
や
り
）
ほ
ん
と
に
、
も
う
、
行
か
な
い
と
。
（
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
を
手
に
取
る
） 

 

妻
、
去
る
。 
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【
Ｍ
３
】 

 
詩
人 

…
…
詩
を
作
る
こ
と
久
し
く
し
て
、
益
益

ま
す
ま
す

詩
に
自
信
を
も
ち
得
な
い
。
私
の
如
き
も
の
は
、
み
じ
め
な
る
青

猫
の
夢
魔

む

ま

に
す
ぎ
な
い
。 

 

詩
人
、
文
机
の
前
に
座
り
、
う
つ
ぶ
せ
て
眠
る
。 
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５
・
宿
の
部
屋
（
一
九
二
九
年
） 

 

【
Ｍ
３
】
続
い
て
い
る
。 

 

詩
人
が
文
机
に
う
つ
ぶ
せ
、
鼾
を
か
い
て
眠
っ
て
い
る
。 

や
が
て
女
中
〈
足
袋
〉
が
、
お
盆
に
お
茶
漬
け
を
載
せ
、
現
れ
る
。 

宿
の
、
詩
人
の
部
屋
で
あ
る
。 

 

女
中 

失
礼
い
た
し
ま
ー
す
。 

 

【
Ｍ
３
】
Ｆ
Ｏ
。 

 

女
中 

…
…
あ
ら
。
先
生
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
で
…
…
。（
お
盆
を
置
き
）
先
生
、
先
生
！ 

ち
ゃ
ん
と
お
布
団
で
寝
な

い
と
、
風
邪
ひ
き
ま
す
よ
？ 

 

女
中
、
詩
人
の
腕
の
下
に
原
稿
用
紙
を
認
め
た
。 

 

女
中 

？ 

 

女
中
、
そ
れ
を
そ
う
っ
と
抜
き
取
り
、
読
む
。 
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女
中 

…
…
詩
を
作
る
こ
と
久
し
く
し
て
、
益
益
詩
に
自
信
を
も
ち
得
な
い
。
私
の
如
き
も
の
は
、
み
じ
め
な
る
青

猫
の
夢
魔
に
す
ぎ
な
い
…
…
。 

 

女
中
、
原
稿
用
紙
を
捲
る
。 

と
、
一
枚
の
便
箋
。 

 

女
中 

（
読
ん
で
）
謹
啓

き
ん
け
い

。
父
上
様
、
母
上
様
に
は
、
ご
健
勝

け
ん
し
ょ
う

に
過 す

ご
さ
れ
給 た

ま

ふ
や
。
さ
て
小
生

し
ょ
う
せ
い

、
湯
治

と

う

じ

の
為 た

め

、

此
処

こ

こ

の
温
泉
に
逗
留

と
う
り
ゅ
う

し
居 お

り
、
手
元

て

も

と

不
如
意

ふ

に

ょ

い

に
つ
き
、
幾
許

い
く
ば
く

か
ご
送
金
下 く

だ

さ
れ
度 た

く

、
御
頼

お
た
の
み

み
申

上

候

も
う
し
あ
げ
そ
う
ろ
う

…

…
。 

詩
人 

ん
ん
…
…
（
目
を
覚
ま
し
）
あ
っ
！
（
原
稿
用
紙
と
便
箋
を
奪
い
返
す
）
ち
ょ
っ
と
お
！ 

勝
手
に
読
ま
な

い
で
く
れ
た
ま
え
！ 

女
中 

え
へ
。 

詩
人 

え
へ
、
じ
ゃ
な
い
よ
。 

女
中 

あ
ま
り
、
お
呑
み
に
な
ら
な
い
方
が
よ
ろ
し
い
ん
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
？ 

詩
人 

ん
？ 

女
中 

お
身
体
に
毒
で
す
よ
。 

詩
人 

…
…
。
で
、
何
だ
ね
？ 

女
中 

お
夜
食
の
お
茶
漬
け
、
お
持
ち
し
ま
し
た
。 
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詩
人 

あ
ぁ
…
…
ど
う
も
、
あ
り
が
と
う
。 

 

詩
人
、
お
茶
漬
け
を
食
う
。 

柱
に
飾
ら
れ
た
絵
画
の
額
が
傾
い
て
い
る
。 

 

女
中 
（
そ
れ
を
ま
っ
す
ぐ
に
直
し
）
ね
え
、
先
生
。
こ
の
絵
の
景
色
の
裏
側
に
は
、
ど
ん
な
世
界
が
隠
さ
れ
て
い

る
ん
で
し
ょ
う
？ 

詩
人 

え
？ 

女
中 

先
生
は
、
そ
ん
な
ふ
う
に
考
え
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
？ 

何
か
、
「
秘
密
の
裏
側
」
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

っ
て
。 

 

詩
人 

秘
密
の
裏
側
？ 

女
中 

何
も
か
も
が
色
鮮
や
か
で
、
海
も
、
空
も
、
ガ
ラ
ス
み
た
い
に
透
明
な
、
そ
ん
な
世
界
が
…
…
。 

詩
人 

…
…
。 

女
中 

お
客
様
の
お
帰
り
に
な
ら
れ
た
後
、
一
人
で
お
部
屋
の
掃
除
を
し
て
る
と
、
そ
ん
な
ふ
う
に
思
え
て
く
る
ん

で
す
。 

詩
人 

つ
ま
り
同
じ
一
つ
の
表
象
が
、
視
線
の
方
角
を
換
え
る
こ
と
で
、
二
つ
の
別
々
の
面
を
持
っ
て
る
、
と
。 

女
中 

え
？ 

詩
人 

な
る
ほ
ど
。
た
し
か
に
こ
れ
は
、
メ
タ
フ
ィ
ジ
ッ
ク
の
神
秘
を
包
ん
だ
問
題
だ
。
君
が
思
い
描
く
、「
秘
密

の
裏
側
」
の
世
界
は
、
君
の
想
念
の
中
に
確
か
に
存
在
す
る
。
け
れ
ど
、
こ
の
現
実
の
世
界
で
、
君
は
決
し
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て
そ
れ
に
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
う
い
う
こ
と
だ
ろ
？ 

女
中 

先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
、
い
ち
い
ち
難
し
く
て
…
…
。 

詩
人 

よ
し
。（
箸
を
置
く
）
な
ら
ば
実
際
に
試
し
て
み
よ
う
。 

女
中 

え
？ 

 

詩
人
、
柱
か
ら
額
を
外
す
。 

 

詩
人 

い
い
か
い
？ 

 

女
中 

…
…
。 

詩
人 

１
、
２
の
…
…
。 

 

３
で
詩
人
、
手
品
の
よ
う
に
、
パ
ッ
と
額
を
裏
返
す
。 

 

女
中 

（
凝
視
し
て
）
…
…
。 

  
 

し
か
し
む
ろ
ん
、
何
も
起
こ
り
は
し
な
い
。 

 

詩
人 

こ
れ
が
形
而
下
の
世
界
と
い
う
も
の
だ
よ
。 

女
中 

ケ
ー
ジ
カ
…
…
？ 

詩
人 

つ
ま
ら
な
い
現
実
っ
て
こ
と
さ
。 
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女
中 

…
…
。 

詩
人 

憑
き
村
も
、
も
は
や
今
の
時
代
に
は
存
在
し
な
い
。 

女
中 

憑
き
村
？
！ 

詩
人 

か
つ
て
そ
う
い
う
不
思
議
な
村
が
、
こ
の
辺
り
に
存
在
し
て
い
た
と
い
う
話
だ
よ
。 

女
中 
…
…
。 

詩
人 
け
れ
ど
猫
族
た
ち
も
、
時
の
地
層
の
中
で
、
伝
説
の
化
石
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 
詩
人
、
額
を
元
に
戻
す
。 

 

女
中 

…
…
い
い
え
、
化
石
に
な
ん
か
な
っ
て
い
な
い
。 

詩
人 

え
？ 

女
中 

あ
た
し
、
見
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
月
の
な
い
夜
、
猫
に
憑
か
れ
た
人
間
が
、
何
人
も
…
…
う
う
ん
、
何

匹
も
…
…
列
に
な
っ
て
峠
の
道
を
歩
い
て
行
く
の
を
…
…
。 

詩
人 

…
…
ま
さ
か
。 

女
中 

ほ
ん
と
で
す
！ 

詩
人 

夢
で
も
見
た
ん
だ
ろ
う
。 

女
中 

夢
な
ん
か
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
！ 

妻 

（
声
）
た
だ
い
ま
。 
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そ
の
声
に
、
詩
人
、
振
り
返
る
。 

 
詩
人 

…
…
？ 

  
 

女
中
、
去
る
。 
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６
・
家
（
一
九
二
七
年
） 

 

女
中
が
去
る
と
、
妻
〈
裸
足
〉、
現
れ
る
。 

 
 

そ
こ
は
再
び
詩
人
の
家
で
あ
る
。 

 

妻 
た
だ
い
ま
。 

詩
人 

…
…
。 

妻 

お
茶
漬
け
？ 

ア
ジ
の
干
物
、
召
し
上
が
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
か
？ 

詩
人 

…
…
。 

妻 

あ
の
子
は
？ 

 

詩
人 

病
院
。 

妻 

え
？ 

詩
人 

入
院
し
た
よ
。 

妻 

入
院
？ 

ど
う
い
う
こ
と
？ 

詩
人 

…
…
。 

詩
人 

こ
の
ま
ま
熱
が
下
が
ら
な
け
れ
ば
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。 

妻 

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
っ
て
…
…
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
よ
。 

詩
人 

…
…
。 

妻 

命
に
別
状
は
な
い
の
で
し
ょ
う
？ 
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詩
人 

脳
が
や
ら
れ
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
そ
う
だ
。 

妻 

…
…
。 

  
 

詩
人
、
お
茶
漬
け
を
持
っ
て
去
る
。 

妻
、
ふ
ら
ふ
ら
と
、
奥
の
椅
子
へ
行
き
、
座
る
。 

 
【
Ｍ
４
】  

 



 47 

７
・
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
（
一
九
二
七
年
） 

 

【
Ｍ
４
】
続
い
て
い
る
。 

 

妻
の
座
る
椅
子
の
傍
ら
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
妻
の
靴
が
置
か
れ
て
あ
る
。 

そ
こ
は
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
あ
る
。 

へ
た
り
込
ん
だ
妻
の
傍
ら
に
、
若
い
男
〈
革
靴
〉、
現
れ
る
。 

 

男 

ど
う
し
ま
し
た
？ 

妻 

…
…
。（
男
を
見
上
げ
る
） 

男 

ど
こ
か
具
合
で
も
…
…
？ 

妻 

あ
、
い
い
え
。
慣
れ
な
い
ス
テ
ッ
プ
で
、
ち
ょ
っ
と
足
が
も
つ
れ
て
し
ま
っ
て
…
…
。
（
靴
を
履
く
） 

男 

そ
う
で
す
か
。 

妻 

あ
り
が
と
う
。 

男 

あ
の
、
も
し
よ
か
っ
た
ら
、
む
こ
う
で
少
し
、
お
話
し
ま
せ
ん
か
。 

妻 

え
？ 

 

男 

ご
迷
惑
じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
。 

妻 

…
…
え
え
…
…
。 
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男
、
妻
に
手
を
差
し
出
す
。 

 
妻 

…
…
。
あ
り
が
と
う
。 

 

妻
、
男
の
手
を
取
っ
て
立
ち
上
が
る
。 

二
人
、
手
を
つ
な
い
だ
ま
ま
柱
の
間
を
縫
っ
て
歩
く
。 

 

男 

（
歩
き
な
が
ら
）
今
日
は
、
お
一
人
で
？ 

妻 

え
え
。 

男 

こ
ち
ら
へ
は
、
ど
な
た
か
の
ご
紹
介
で
？ 

妻 

主
人
の
…
…
。 

男 

え
、
ご
結
婚
さ
れ
て
る
ん
で
す
か
？
！ 

妻 

え
え
。 

男 

（
落
胆
し
）
…
…
そ
う
で
し
た
か
…
…
。 

妻 

何
か
？ 

男 

あ
、
い
や
…
…
。
こ
こ
で
い
い
で
す
か
？
（
椅
子
を
示
す
） 

妻 

は
い
。 

 

【
Ｍ
４
】
Ｆ
Ｏ
。 
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二
人
、
カ
ウ
ン
タ
ー
の
椅
子
に
腰
掛
け
る
。 

 
男 

（
気
を
取
り
直
し
）
で
、
何
な
さ
っ
て
る
方
な
ん
で
す
か
？ 

妻 
え
？ 

男 
ご
主
人
。
お
仕
事
は
？ 

妻 

あ
ぁ
。
詩
を
書
い
て
る
の
。 

男 

詩
？ 

妻 

え
え
。 

男 

詩
人
で
す
か
！ 
そ
り
ゃ
す
ご
い
。 

妻 

ち
っ
と
も
す
ご
く
な
ん
か
な
い
の
よ
。 

男 

だ
っ
て
、
本
と
か
出
さ
れ
て
る
わ
け
で
し
ょ
う
？ 

妻 

出
す
こ
と
は
出
し
て
る
け
ど
…
…
。 

男 

な
ん
て
方
で
す
か
？ 

妻 

言
っ
た
っ
て
ご
存
じ
な
い
わ
。
ぜ
ん
ぜ
ん
売
れ
て
な
い
ん
だ
か
ら
。 

男 

は
ぁ
…
…
。 

妻 

そ
れ
よ
り
あ
な
た
は
？ 

男 

は
い
？ 

妻 

何
な
さ
っ
て
る
方
な
の
？ 
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男 

僕
は
、
単
な
る
学
生
で
す
よ
。 

妻 

学
生
さ
ん
。 

男 

え
え
。 

妻 

何
を
勉
強
し
て
い
る
の
？ 

男 
西
洋
画
を
…
…
。 

妻 
セ
ー
ヨ
ー
ガ
？ 

男 

油
絵
を
。 

妻 

あ
ぁ
。
じ
ゃ
あ
、
将
来
は
画
描

え

か

き
さ
ん
？ 

男 

ま
あ
、
な
れ
る
か
ど
う
か
は
、
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
ち
ら
の
方
面
に
進
め
れ
ば
、
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。 

妻 

そ
う
。
い
い
わ
ね
、
若
い
人
は
夢
が
あ
っ
て
。 

男 

…
…
あ
の
ぅ
、
突
然
こ
ん
な
こ
と
言
っ
た
ら
ヘ
ン
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
…
…
。 

妻 

？ 

男 

も
し
、
ご
迷
惑
じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
、
絵
の
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？ 

妻 

モ
デ
ル
？ 

 

男 

え
え
。 

妻 

あ
た
し
が
？ 

男 

一
目
見
て
、
ピ
ン
と
き
た
ん
で
す
。
こ
の
人
を
モ
デ
ル
に
し
て
僕
の
ピ
エ
タ
を
描
き
た
い
っ
て
。 

妻 

ピ
エ
タ
…
…
？ 

男 

十
字
架
か
ら
下
ろ
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
を
抱
く
聖
母
マ
リ
ア
の
姿
で
す
。 
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妻 

あ
た
し
が
マ
リ
ア
？ 

男 

も
ち
ろ
ん
！ 

妻 

…
…
。 

男 

や
っ
ぱ
り
、
ダ
メ
で
す
か
？ 

妻 
ダ
メ
と
い
う
か
…
…
。
あ
！ 

裸
に
な
る
と
か
、
そ
う
い
う
の
？
！ 

男 
い
や
い
や
、
マ
リ
ア
様
に
そ
ん
な
こ
と
さ
せ
ま
せ
ん
よ
。 

妻 

ほ
ん
と
に
？ 

男 

僕
が
嘘
を
つ
く
よ
う
な
人
間
に
見
え
ま
す
か
？ 

妻 

…
…
。
わ
か
っ
た
。
い
い
わ
よ
、
モ
デ
ル
に
な
っ
て
あ
げ
て
も
。 

男 

ほ
ん
と
で
す
か
？ 

 

妻 

あ
た
し
が
嘘
を
つ
く
人
間
に
見
え
て
？ 

男 

や
っ
た
あ
！ 

 

妻 

（
微
笑
む
） 

男 

…
…
あ
。
ね
ぇ
、
お
腹
す
き
ま
せ
ん
か
？ 

妻 

あ
ぁ
、
そ
う
い
え
ば
…
…
。 

男 

近
く
に
美
味
し
い
洋
食
屋
さ
ん
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

妻 

え
え
。
い
い
わ
。 

男 

あ
…
…
。 

妻 

何
？ 
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男 

僕
、
今
日
、
持
ち
合
わ
せ
が
…
…
。 

妻 

…
…
。
ご
ち
そ
う
す
る
わ
よ
。 

男 

そ
う
で
す
か
？ 

い
や
、
な
ん
か
、
す
い
ま
せ
ん
。
僕
か
ら
誘
っ
て
お
い
て
…
…
。 

妻 

気
に
し
な
い
で
。 

  
 

男
、
妻
、
去
る
。 

  

【
Ｍ
４
】 

 

時
計
屋
〈
革
靴
〉、
現
れ
る
。
椅
子
に
座
る
。 
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８
・
バ
ー
（
一
九
二
九
年
） 

  

【
Ｍ
４
】
続
い
て
い
る
。 

  
 

マ
マ
〈
パ
ン
プ
ス
〉、
現
れ
る
。 

そ
こ
は
バ
ー
で
あ
る
。 

マ
マ
、
時
計
屋
の
前
に
グ
ラ
ス
を
置
く
。 

 

マ
マ 

は
い
。
い
つ
も
の
。 

時
計
屋 

あ
り
が
と
う
。 

  
 

時
計
屋
、
一
口
、
呑
む
。 

 
 

マ
マ
、
時
計
屋
を
う
っ
と
り
見
つ
め
て
い
る
。 

 

時
計
屋 

…
…
ね
え
、
マ
マ
。 

マ
マ 

ん
？ 

時
計
屋 

と
め
て
く
れ
る
？ 

マ
マ 

え
っ
！ 

今
日
？ 

そ
ん
な
、
急
に
言
わ
れ
て
も
。
部
屋
、
散
ら
か
し
て
る
し
…
…
。 

時
計
屋 

え
？ 

あ
、
い
や
…
…
。 
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マ
マ 

だ
い
い
ち
、
心
の
準
備
と
い
う
も
の
が
…
…
。 

時
計
屋 

そ
れ
。 

マ
マ 

え
？ 

時
計
屋 

レ
コ
ー
ド
。
止
め
て
く
れ
る
？ 

マ
マ 
…
…
あ
ぁ
…
…
。 

  
 

マ
マ
、
レ
コ
ー
ド
を
止
め
る
（
仕
草
）。 

  

【
Ｍ
４
】
Ｃ
Ｏ
。 

 
 

 

時
計
屋 

…
…
。（
酒
を
飲
む
） 

マ
マ 

…
…
。 

 

気
ま
ず
い
間
。 

と
、
詩
人
〈
革
靴
〉、
現
れ
る
。 

 

詩
人 

こ
ん
ば
ん
は
。 

マ
マ 

（
救
わ
れ
た
、
と
い
う
ふ
う
に
）
あ
ら
、
先
生
。
い
ら
っ
し
ゃ
い
。 

詩
人 

（
時
計
屋
を
認
め
）
あ
、
ど
う
も
…
…
。 
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時
計
屋 

ど
う
も
。 

マ
マ 

（
詩
人
に
）
今
日
は
お
早
い
の
ね
。 

詩
人 

こ
な
い
だ
の
ツ
ケ
を
。 

マ
マ 

あ
ぁ
。
ツ
ケ
ね
。 

 

詩
人
、
マ
マ
に
金
を
払
う
。 

 

マ
マ 

（
数
え
て
）
確
か
に
。
じ
ゃ
あ
、
こ
れ
。（
と
、
懐
中
時
計
を
） 

詩
人 

ど
う
も
。 

マ
マ 

ど
う
ぞ
。（
カ
ウ
ン
タ
ー
の
椅
子
を
勧
め
る
） 

詩
人 

あ
。
あ
と
、
私
、
こ
な
い
だ
、
手
帳
、
忘
れ
て
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
？ 

マ
マ 

手
帳
？ 

詩
人 

茶
色
い
、
革
の
…
…
。 

マ
マ 

あ
ぁ
。 

 

マ
マ
、
カ
ウ
ン
タ
ー
の
中
か
ら
手
帳
を
取
り
出
す
。 

 

マ
マ 

こ
れ
で
し
ょ
？ 

詩
人 

そ
う
で
す
、
そ
う
で
す
！ 
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マ
マ 

は
い
。（
渡
す
） 

詩
人 

す
い
ま
せ
ん
。
あ
ー
、
よ
か
っ
た
あ
。 

マ
マ 

も
う
忘
れ
ち
ゃ
ダ
メ
よ
。
大
事
な
も
の
を
。 

 

と
、
駅
長
〈
革
靴
〉、
現
れ
る
。 

 

駅
長 

こ
ん
ば
ん
は
。 

マ
マ 

い
ら
っ
し
ゃ
い
。 

駅
長 

あ
れ
？ 
先
生
…
…
。 

詩
人 

あ
、
駅
長
さ
ん
。
ど
う
も
。
先
日
は
、
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
。 

駅
長 

い
え
い
え
。
こ
ち
ら
こ
そ
、
遅
く
ま
で
引
き
留
め
て
し
ま
っ
て
…
…
。 

マ
マ 

あ
ら
、
お
知
り
合
い
？ 

詩
人 

え
え
、
ま
ぁ
。 

駅
長 

い
や
あ
、
し
か
し
参
っ
た
、
参
っ
た
。 

マ
マ 

ど
う
し
た
の
？ 

駅
長 

こ
こ
来
る
途
中
、
迷
子
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。 

マ
マ 

迷
子
？ 

駅
長 

近
道
し
よ
う
と
思
っ
て
、
細
い
路
地
に
入
っ
た
ら
、
出
口
が
見
つ
か
ん
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
。
そ
れ
で
、
そ

こ
い
ら
を
、
ぐ
る
ぐ
る
と
…
…
。 
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マ
マ 

お
か
し
な
人
。
狐
に
で
も
化
か
さ
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
？ 

駅
長 

か
も
知
れ
ん
ね
。
し
か
し
、
今
日
は
大
繁
盛
だ
ね
。
雪
で
も
降
る
ん
じ
ゃ
な
い
？ 

マ
マ 

失
礼
し
ち
ゃ
う
。 

駅
長 

冗
談
だ
よ
ぉ
。（
と
、
マ
マ
の
手
を
握
ろ
う
と
す
る
） 

  
 

マ
マ
、
そ
れ
を
す
る
り
と
か
わ
す
。 

 

駅
長 

…
…
。 

マ
マ 

先
生
、
座
っ
て
。 

詩
人 

あ
、
は
い
。 

駅
長 

ち
と
、
便
所
借
り
て
い
い
？ 

マ
マ 

勝
手
に
ど
う
ぞ
。 

  
 

駅
長
、
去
る
。 

 
 

マ
マ
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
酒
を
つ
く
る
。 

詩
人
、
何
気
な
く
懐
中
時
計
に
目
を
落
と
し
、 

 

詩
人 

あ
…
…
。 

マ
マ 

ど
う
か
し
ま
し
た
？ 
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詩
人 

い
や
、
こ
れ
…
…
。 

マ
マ 

え
？ 

詩
人 

時
計
が
、
止
ま
っ
て
し
ま
っ
て
る
…
…
。 

マ
マ 

あ
ら
。
あ
た
し
、
べ
つ
に
、
い
じ
っ
て
な
い
わ
よ
？ 

詩
人 
い
や
、
べ
つ
に
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
…
…
。 

時
計
屋 
ど
れ
。
ち
ょ
っ
と
見
せ
て
く
だ
さ
い
。 

詩
人 

え
？ 

マ
マ 

（
自
慢
げ
に
）
そ
の
人
、
時
計
屋
さ
ん
な
の
。 

詩
人 

あ
ぁ
、
そ
う
だ
っ
た
ん
で
す
か
…
…
。 

 

詩
人
、
時
計
屋
に
時
計
を
渡
す
。 

 
 

マ
マ
、
ウ
イ
ス
キ
ー
の
入
っ
た
グ
ラ
ス
を
詩
人
の
前
に
置
く
。 

 

マ
マ 

は
い
、
先
生
。 

詩
人 

ど
う
も
…
…
。 

マ
マ 

（
時
計
屋
の
と
こ
ろ
へ
行
き
）
ど
う
？ 

時
計
屋 

…
…
。（
時
計
を
い
じ
っ
て
い
る
） 

マ
マ 

直
り
そ
う
？ 

時
計
屋 

…
…
。（
時
計
を
い
じ
っ
て
い
る
） 
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マ
マ 

ね
え
。 

時
計
屋 

今
、
診
て
る
か
ら
！ 

マ
マ 

…
…
。（
し
ゅ
ん
と
な
る
） 

時
計
屋 

あ
ぁ
、
こ
り
ゃ
部
品
を
取
り
替
え
な
い
と
ダ
メ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
な
。
お
そ
ら
く
ゼ
ン
マ
イ
が
錆
び
て
る
。 

詩
人 
そ
う
で
す
か
。 

時
計
屋 
こ
れ
、
お
預
か
り
し
と
い
て
い
い
で
す
か
。
明
日
ま
で
に
、
う
ち
で
直
し
て
お
き
ま
す
よ
。 

詩
人 

あ
ぁ
、
じ
ゃ
あ
…
…
。 

時
計
屋 

マ
マ
。
な
ん
か
書
く
も
ん
、
な
い
？ 

マ
マ 

え
？ 

時
計
屋 

先
生
に
、
う
ち
の
地
図
、
書
い
て
あ
げ
な
い
と
。 

マ
マ 

あ
ぁ
、
は
い
。
書
く
も
ん
、
書
く
も
ん
…
…
。 

 

マ
マ
、
去
る
。 

 

時
計
屋 

…
…
『
時
計
』
と
い
う
詩
が
、
あ
り
ま
し
た
よ
ね
？ 

詩
人 

え
？ 

時
計
屋 

先
生
の
作
品
に
。 

詩
人 

あ
ぁ
…
…
。
よ
く
ご
存
じ
で
。 

時
計
屋 

「
古
い
さ
び
し
い
空
家
の
中
で 
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椅
子
が
茫
然
と
し
て
居
る
で
は
な
い
か
。 

 
 

そ
の
上
に
腰
を
か
け
て 

 
 

編
物
を
し
て
ゐ
る
娘
も
な
く 

 
 

煖
爐

だ

ん

ろ

に
坐
る
黒
猫
の
姿
も
見
え
な
い
」 

 
え
っ
と
…
…
。 

詩
人 

「
白
い
が
ら
ん
ど
う
の
家
の
中
で 

 
 

私
は
物
悲
し
い
夢
を
見
な
が
ら 

 
 

古
風
な
柱
時
計
の
」 

詩
人
・
時
計
屋 

「
ほ
ど
け
て
行
く
」 

時
計
屋 

「
錆
び
た
ぜ
ん
ま
い
の
響
を
聽 き

い
た
。」 

詩
人 

…
…
。 

時
計
屋 

「
じ
ぼ
・
あ
ん
・
じ
や
ん
！ 

じ
ぼ
・
あ
ん
・
じ
や
ん
！
」 

 

二
人
、
微
笑
み
合
う
。 

 

時
計
屋 

詩
人
の
耳
に
は
、
そ
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
の
で
す
か
？ 

詩
人 

え
？ 

時
計
屋 

時
計
の
音
が
、「
じ
ぼ
・
あ
ん
・
じ
や
ん
！
」
と
…
…
。 
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詩
人 

い
や
、
ま
さ
か
。
誰
の
耳
に
も
同
じ
時
計
の
音
で
す
よ
。 

時
計
屋 

で
は
、
な
ぜ
…
…
。 

詩
人 

見
た
り
聞
い
た
り
し
た
も
の
を
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
書
く
な
ん
て
、
誰
に
も
で
き
ま
せ
ん
。「
書
く
」
と

い
う
こ
と
は
、
世
界
を
写
し
取
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
書
か
れ
た
も
の
が
世
界
な
ん
で
す
。 

時
計
屋 
な
る
ほ
ど
。
…
…
詩
人
は
嘘
を
つ
き
す
ぎ
る
。 

詩
人 
え
？ 

時
計
屋 

（
微
笑
） 

 
 

 
マ
マ
、
戻
っ
て
来
る
。 

 

マ
マ 

は
い
、
こ
れ
。（
と
、
時
計
屋
に
ペ
ン
と
メ
モ
用
紙
） 

時
計
屋 

あ
ぁ
、
あ
り
が
と
。 

 

時
計
屋
、
地
図
を
書
く
。 

マ
マ
、
そ
れ
を
背
後
か
ら
じ
っ
と
覗
い
て
い
る
。 

 

時
計
屋 

…
…
。
え
？ 

マ
マ 

ん
？ 

時
計
屋 

何
？ 
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マ
マ 

う
う
ん
…
…
。 

 

そ
こ
へ
駅
長
、
戻
っ
て
来
る
。 

 

駅
長 
ち
ょ
っ
と
、
ち
ょ
っ
と
、
マ
マ
。
ほ
ん
と
に
、
降
っ
て
き
た
！ 

マ
マ 
え
？ 

駅
長 

雪
。 

マ
マ 

え
え
っ
？
！ 

駅
長 

ど
お
り
で
底
冷
え
す
る
ハ
ズ
だ
よ
。 

時
計
屋 

（
詩
人
に
）
じ
ゃ
、
こ
れ
。（
と
、
地
図
を
） 

詩
人 

あ
、
ど
う
も
。（
受
け
取
る
） 

時
計
屋 

私
は
店
に
戻
っ
て
、
さ
っ
そ
く
仕
事
に
取
り
か
か
る
と
し
ま
す
。 

詩
人 

は
い
。 

マ
マ 

あ
ら
、
も
う
、
お
帰
り
？ 

時
計
屋 

ん
。（
詩
人
に
）
で
は
、
明
日
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
か
ら
。 

詩
人 

は
い
。 

時
計
屋 

マ
マ
。
お
会
計
…
…
。 

マ
マ 

は
い
。 

時
計
屋 

ツ
ケ
と
い
て
も
ら
え
る
？ 
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マ
マ 

…
…
。
は
い
は
い
。 

時
計
屋 

（
詩
人
に
）
く
れ
ぐ
れ
も
、
迷
子
に
な
り
ま
せ
ん
よ
う
。 

詩
人 

え
？ 

あ
ぁ
、
は
い
…
…
。 

  
  

時
計
屋
、
去
る
。 

 

詩
人 

迷
子
、
か
…
…
。 

マ
マ 

何
？ 

詩
人 

あ
、
い
や
。
…
…
私
も
ち
ょ
っ
と
、
お
手
洗
い
を
…
…
。 

マ
マ 

ど
う
ぞ
。
そ
こ
、
突
き
当
た
り
。 

詩
人 

ど
う
も
。 

 

詩
人
、
去
る
。 

 

駅
長 

よ
く
、
来
る
の
？ 

マ
マ 

何
？ 

駅
長 

今
の
…
…
。 

マ
マ 

先
生
？ 

駅
長 

じ
ゃ
な
く
て
。 
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マ
マ 

あ
ぁ
、
あ
の
人
。
…
…
ど
う
し
て
？ 

駅
長 

だ
っ
て
、
な
ん
か
、
ず
い
ぶ
ん
親
し
そ
う
だ
か
ら
…
…
。 

マ
マ 

や
だ
。
妬
い
て
ん
の
？ 

駅
長 

べ
つ
に
、
そ
う
い
う
わ
け
じ
ゃ
な
い
け
ど
…
…
。 

 

と
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
、
詩
人
の
手
帳
が
置
か
れ
て
あ
る
の
を
見
つ
け
た
。 

 

駅
長 

（
そ
れ
を
手
に
取
り
、
パ
ラ
パ
ラ
と
ペ
ー
ジ
を
め
く
り
）
し
か
し
、
ま
あ
、
詩
人
つ
う
の
は
、
わ
け
の
わ
か

ら
ん
こ
と
を
…
…
。 

マ
マ 

ち
ょ
っ
と
、
よ
し
な
さ
い
よ
。
他
人

ひ

と

の
手
帳
を
勝
手
に
…
…
。
（
手
帳
を
取
り
上
げ
る
） 

 

と
、
写
真
が
一
枚
、
床
に
落
ち
た
。 

 

駅
長 

？
（
そ
れ
を
拾
い
）
…
…
誰
だ
ろ
う
？ 

奥
さ
ん
？ 

…
…
に
し
ち
ゃ
あ
、
ず
い
ぶ
ん
若
い
し
、
娘
さ
ん
？ 

に
し
て
は
、
い
く
ら
な
ん
で
も
大
き
す
ぎ
る
し
…
…
。 

マ
マ 

…
…
エ
レ
ナ
…
…
。 

駅
長 

え
？ 

 

マ
マ 

…
…
。 

駅
長 

エ
レ
ナ
？ 
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マ
マ 

…
…
う
う
ん
。
誰
か
し
ら
ね
？ 

 

 

【
Ｍ
５
】 

  
 

★
暗
転
。 
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９
・
家
（
一
九
二
七
年
） 

  

【
Ｍ
５
】
続
い
て
い
る
。 

 

明
か
り
が
つ
く
と
詩
人
の
家
。 

妻
〈
裸
足
〉
、
椅
子
に
座
り
、
絵
の
モ
デ
ル
を
し
て
い
る
。 

若
い
男
〈
裸
足
〉
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
開
き
、
鉛
筆
で
妻
の
姿
を
デ
ッ
サ
ン
し
て
い
る
。 

 

妻 

…
…
。（
深
く
溜
息
を
つ
く
） 

男 

ど
う
し
た
の
？ 
溜
息
な
ん
か
つ
い
て
。 

妻 

…
…
。（
な
ん
で
も
な
い
、
と
い
う
ふ
う
に
首
を
横
に
振
る
） 

男 

退
屈
？ 

 

妻 

そ
う
じ
ゃ
な
い
。 

男 

僕
の
こ
と
、
嫌
い
に
な
っ
た
？ 

妻 

そ
う
じ
ゃ
な
い
わ
。 

男 

じ
ゃ
あ
…
…
。 

妻 

こ
の
ま
ま
死
ん
で
し
ま
い
た
い
。 

男 

え
っ
？
！ 
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妻
、
レ
コ
ー
ド
を
止
め
る
（
仕
草
）
。 

 

【
Ｍ
５
】
Ｃ
Ｏ
。 

 

妻 
ね
ぇ
。（
男
に
に
じ
り
よ
る
） 

男 
な
…
…
何
？ 

妻 

殺
し
て
。 

男 

ば
…
…
馬
鹿
な
こ
と
、
言
う
な
よ
！ 

妻 

じ
ゃ
あ
、
連
れ
て
逃
げ
て
。 

男 

逃
げ
る
？ 

妻 

う
ん
。 

男 

ど
こ
へ
？ 

妻 

ど
こ
か
、
誰
も
あ
た
し
た
ち
の
こ
と
を
知
ら
な
い
町
。 

男 

…
…
無
茶
だ
よ
…
…
。 

妻 

ど
う
し
て
？ 

男 

だ
っ
て
…
…
僕
は
ま
だ
、
学
生
な
ん
だ
ぜ
？ 

妻 

か
ま
わ
な
い
わ
。 

男 

キ
ミ
が
か
ま
わ
な
く
て
も
僕
が
か
ま
う
の
ッ
！ 

妻 

…
…
。 



 68 

男 

だ
い
い
ち
、
先
生
は
ど
う
す
ん
の
さ
？ 

妻 

い
い
の
よ
、
あ
の
人
は
。 

男 

娘
さ
ん
は
？ 

 
妻 

…
…
。 

男 
何
か
、
頭
の
病
気
で
、
入
院
し
て
る
ん
だ
ろ
う
？ 

妻 
あ
た
し
の
せ
い
じ
ゃ
な
い
わ
！ 

男 

…
…
。 

妻 

ね
ぇ
。 

男 

ん
？ 

妻 

や
っ
ぱ
り
殺
し
て
。 

男 

え
？ 

妻 

そ
し
て
あ
な
た
も
死
ん
で
！ 

男 

ぼ
、
僕
も
死
ぬ
の
？
！ 

 

妻
、
男
の
首
に
手
を
か
け
る
。 

 

男 

ち
ょ
、
ち
ょ
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
よ
…
…
！ 

 

二
人
、
も
つ
れ
合
う
。 
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そ
こ
に
詩
人
〈
裸
足
〉
が
帰
っ
て
く
る
。 

 
男 

（
詩
人
と
目
が
合
い
）
あ
…
…
。 

詩
人 

…
…
。 

男 
（
妻
の
手
を
振
り
ほ
ど
き
）
お
…
…
お
邪
魔
し
て
ま
す
…
…
。 

妻 
（
振
り
返
り
）
…
…
。
ず
い
ぶ
ん
お
早
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
ム
ロ
ウ
（
人
名
）
さ
ん
と
一
緒
じ
ゃ
な
か
っ
た

ん
で
す
か
？ 

て
っ
き
り
、
ま
た
飲
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
と
…
…
。 

詩
人 

（
男
に
）
誰
だ
ね
、
君
は
？ 

男 

あ
、
い
や
、
そ
ん
な
、
名
乗
る
ほ
ど
の
者
で
は
…
…
。 

詩
人 

（
妻
に
）
誰
な
ん
だ
、
こ
の
男
は
？
！ 

妻 

大
き
な
声
、
出
さ
な
い
で
！ 

詩
人 

誰
だ
と
聞
い
て
い
る
ん
だ
！ 

妻 

学
生
さ
ん
よ
。 

詩
人 

肩
書
き
な
ん
か
聞
い
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
。 

妻 

ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
知
り
合
い
に
な
っ
た
の
よ
。
大
学
で
西
洋
美
術
の
勉
強
を
し
て
ら
っ
し
ゃ
る
の
。
そ
れ
で
、

絵
の
モ
デ
ル
に
な
っ
て
欲
し
い
っ
て
い
う
か
ら
…
…
（
男
に
）
ね
ぇ
？ 

男 

え
？ 

え
え
…
…
。 

詩
人 

…
…
。 
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間
。 

 
 

詩
人
、
妻
を
見
つ
め
て
い
る
。 

 
 

妻
、
視
線
を
知
ら
し
、
口
を
つ
ぐ
む
。 

 
 

や
が
て
若
い
男
、
沈
黙
を
破
る
。 

 

男 
…
…
あ
の
…
…
僕
、
今
日
は
こ
れ
で
…
…
。（
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
抱
え
）
失
礼
し
ま
す
。 

  
 

男
、
逃
げ
る
よ
う
に
去
る
。 

 

妻 

…
…
。 

詩
人 

ど
う
い
う
了
見
な
ん
だ
？ 

 

妻 

え
？ 

詩
人 

亭
主
の
留
守
中
に
、
あ
ん
な
男
、
連
れ
込
ん
で
。 

妻 

人
聞
き
の
悪
い
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
ら
な
い
で
。 

詩
人 

事
実
、
そ
う
だ
ろ
う
。 

妻 

…
…
。 

詩
人 

娘
が
入
院
し
て
る
っ
て
い
う
の
に
…
…
キ
ミ
は
母
親
と
し
て
も
、
妻
と
し
て
も
、
ま
る
で
自
覚
が
な
さ
す
ぎ

る
！ 

妻 

だ
っ
た
ら
最
初
か
ら
、
あ
た
し
な
ん
か
じ
ゃ
な
く
、
あ
の
方
を
お
嫁
に
も
ら
え
ば
よ
か
っ
た
じ
ゃ
な
い
で
す
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か
。 

詩
人 

あ
の
方
？ 

 
妻 

と
ぼ
け
て
。
あ
た
し
が
何
も
知
ら
な
い
と
で
も
思
っ
て
る
ん
で
す
か
？ 

詩
人 

何
の
こ
と
だ
？ 

妻 
あ
な
た
が
後
生
大
事
に
写
真
を
持
っ
て
る
、
あ
の
方
で
す
よ
！ 

詩
人 
…
…
。
と
に
か
く
二
度
と
こ
ん
な
マ
ネ
は
よ
し
て
く
れ
。
こ
ん
な
こ
と
が
親
父
に
で
も
知
れ
た
ら
…
…
。 

妻 

知
れ
た
ら
、
何
だ
っ
て
い
う
ん
で
す
？ 

あ
な
た
は
い
つ
も
そ
う
や
っ
て
、
ご
自
分
の
メ
ン
ツ
ば
か
り
。
私

を
嫁
に
し
た
の
だ
っ
て
結
局
そ
う
い
う
こ
と
な
ん
で
す
よ
。
お
医
者
様
に
な
れ
ず
、
家
業
を
継
げ
な
か
っ
た

引
け
目
か
ら
、
お
義
父
さ
ま
の
顔
色
を
う
か
が
っ
て
、
気
の
進
ま
な
い
結
婚
を
し
た
ん
だ
わ
。 

詩
人 

い
い
加
減
に
し
な
い
か
！ 

妻 

今
か
ら
で
も
、
そ
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
？ 

詩
人 

何
？ 

妻 

あ
の
方
を
お
嫁
に
し
た
ら
？ 

ず
っ
と
忘
れ
ら
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
？ 

今
で
も
、
ず
っ
と
…
…
。 

詩
人 

キ
ミ
に
は
関
係
な
い
！ 

妻 

関
係
な
い
？ 

私
は
、
あ
な
た
の
妻
で
す
よ
！ 

詩
人 

死
ん
だ
よ
。 

妻 

え
？ 

詩
人 

嫁
ぎ
先
で
、
エ
レ
ナ
は
…
…
。 

妻 

…
…
。 
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詩
人 

何
が
神
だ
！ 

 

妻
、
去
る
。 

 

 
【
Ｓ
Ｅ
１
】 
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１
０
・
宿
の
広
間
（
一
九
二
九
年
） 

 

客
１
〈
ス
リ
ッ
パ
〉、
週
刊
誌
を
手
に
現
れ
る
。 

そ
こ
は
湯
治
場
の
宿
で
あ
る
。 

客
１
、
茫
然
と
佇
む
詩
人
に
声
を
掛
け
る
。 

 

客
１ 

あ
、
先
生
。
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

詩
人 

あ
…
…
ど
う
も
…
…
。 

客
１ 

ど
う
か
し
ま
し
た
？ 
 

詩
人 

は
い
？ 

客
１ 

な
ん
か
、
ぼ
ー
っ
と
し
て
。 

詩
人 

あ
ぁ
…
…
ゆ
う
べ
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
風
邪
気
味
で
…
…
。 

客
１ 

あ
ぁ
。
あ
ま
り
遅
く
ま
で
飲
み
歩
か
な
い
方
が
い
い
で
す
よ
。 

詩
人 

え
え
…
…
。
女
中
さ
ん
、
知
り
ま
せ
ん
か
？ 

客
１ 

女
中
さ
ん
な
ら
、
今
、
裏
で
雪
か
き
し
て
ま
す
よ
。 

詩
人 

あ
ぁ
。（
そ
ち
ら
に
目
を
や
る
） 

客
１ 

何
か
？ 

詩
人 

こ
れ
（
部
屋
の
鍵
を
）
、
女
中
さ
ん
に
渡
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？ 

客
１ 

（
受
け
取
り
な
が
ら
）
お
出
か
け
で
す
か
？ 
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詩
人 

え
え
。
ち
ょ
っ
と
、
Ｕ
町 ま

ち

ま
で
。 

客
１ 

Ｕ
町
？ 

詩
人 

ち
ょ
っ
と
、
時
計
屋
ま
で
。 

客
１ 
け
ど
、
雪
で
、
汽
車
、
動
い
て
な
い
で
す
よ
。 

詩
人 
歩
き
ま
す
か
ら
。 

客
１ 

大
丈
夫
で
す
か
？ 

 

詩
人 

地
図
、
持
っ
て
ま
す
か
ら
。 

客
１ 

い
や
。
風
邪
。 

詩
人 

あ
ぁ
。
え
え
。
大
丈
夫
で
す
よ
。 

客
１ 

お
気
を
つ
け
て
。
道
、
滑
り
や
す
く
な
っ
て
ま
す
か
ら
ね
。 

詩
人 

は
い
。 

  
 

詩
人
、
去
る
。 

客
１
、
椅
子
に
座
る
。 

 

客
１ 

い
し
ょ
っ
と
…
…
。（
週
刊
誌
を
読
む
）
な
に
な
に
。「
帝
国
ホ
テ
ル
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
輝
く
下 も

と

、
イ
ノ
ウ
エ

蔵
相
、
ワ
タ
ナ
ベ
法
相
、
タ
ワ
ラ
商
相
（
噛
む
）
…
…
タ
ワ
ラ
商
…
…
ん
ん
？ 

シ
ョ
ー
シ
ョ
ー
…
…
ソ
ー

シ
ョ
ー
…
…
寒
く
て
口
、
ま
わ
ん
ね
ー
や
…
…
。
（
咳
払
い
）
各
国
大
使
・
代
表
。
そ
の
夫
人
令
嬢
な
ど
は
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振
り
袖
、
支
那
服
な
ど
も
ま
じ
え
た
夜
会
服
姿
。
午
後
九
時
に
始
ま
り
、
夜
の
ふ
け
る
の
も
知
ら
ず
、
午
前

二
時
ま
で
踊
り
狂
っ
て
い
た
」
…
…
か
。
フ
ン
。
い
い
気
な
も
ん
だ
。 

 

女
中
〈
草
履
〉、
現
れ
る
。 

 

女
中 
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

客
１ 

お
は
よ
う
。
降
っ
た
ね
ぇ
。 

女
中 

降
り
ま
し
た
ね
ぇ
。 

客
１ 

降
る
も
ん
な
ん
だ
ね
ぇ
。 

女
中 

滅
多
に
な
い
こ
と
な
ん
で
す
け
ど
ね
ぇ
。 

客
１ 

あ
！ 

そ
う
だ
、
女
中
さ
ん
。
ち
ょ
っ
と
、
こ
れ
。 

女
中 

は
い
？ 

客
１ 

こ
こ
、
読
ん
で
み
て
。 

女
中 

え
？ 

客
１ 

こ
れ
。
こ
こ
、
こ
こ
。 

  
 

客
１
、
期
待
に
胸
膨
ら
ま
せ
、
雑
誌
を
渡
す
。 

 

女
中 

イ
ノ
ウ
エ
蔵
相

ぞ
う
し
ょ
う

、
ワ
タ
ナ
ベ
法
相

ほ
う
し
ょ
う

、
タ
ワ
ラ

商

相

し
ょ
う
し
ょ
う

。（
と
、
あ
っ
さ
り
読
む
） 
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客
１ 

あ
ぁ
…
…
。
（
が
っ
か
り
） 

女
中 

こ
れ
が
、
何
か
？ 

客
１ 

あ
、
い
や
…
…
。
（
雑
誌
を
受
け
取
る
） 

女
中 

あ
、
腰
の
具
合
、
ど
う
で
す
か
？ 

客
１ 
あ
ぁ
。
ず
い
ぶ
ん
よ
く
な
っ
た
。 

女
中 
そ
う
で
す
か
。
じ
ゃ
、
ち
ょ
っ
と
手
伝
っ
て
も
ら
え
ま
す
？
（
と
、
悪
び
れ
る
こ
と
な
く
） 

客
１ 

え
？ 

女
中 

こ
れ
。（
と
、
平
台
上
の
テ
ー
ブ
ル
な
ど
を
）
床
に
雑
巾
が
け
し
た
い
ん
で
。 

客
１ 

あ
ぁ
。 

  
  

女
中
、
客
１
、
平
台
上
の
置
き
道
具
（
テ
ー
ブ
ル
、
椅
子
、
文
机
）
を
手
前
の
平
台
下
に
運
ぶ
。 

 

女
中 

も
っ
と
、
し
っ
か
り
、
腰
入
れ
て
！ 

客
１ 

あ
、
う
ん
…
…
い
し
ょ
っ
と
。 

  
  

す
べ
て
の
置
き
道
具
を
運
び
終
え
る
。 

 

客
１ 

ふ
ぅ
…
…
。 

女
中 

ご
苦
労
様
で
し
た
。 
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客
１ 

あ
、
そ
う
だ
、
女
中
さ
ん
、
こ
れ
。 

女
中 

は
い
？ 

客
１ 

先
生
か
ら
預
か
っ
て
た
ん
だ
。（
と
、
部
屋
の
鍵
を
） 

女
中 

（
受
け
取
り
）
先
生
、
お
出
か
け
に
な
っ
た
ん
で
す
か
？ 

客
１ 
う
ん
。
時
計
屋
、
行
く
と
か
言
っ
て
た
。 

女
中 
時
計
屋
？ 

客
１ 

Ｕ
町
の
。 

女
中 

Ｕ
町
？ 

 

客
１ 

う
ん
。 

女
中 

Ｕ
町
に
、
時
計
屋
な
ん
て
あ
っ
た
か
し
ら
…
…
？ 

 

客
２
〈
ス
リ
ッ
パ
〉、
現
れ
る
。 

 

客
２ 

あ
あ
っ
、
あ
あ
っ
…
…
。 

客
１ 

今
度
は
何
？ 

客
２ 

骨
が
…
…
。 

客
１ 

え
？ 

客
２ 

朝
飯
の
、
ア
ジ
の
小
骨
が
、
喉
に
刺
さ
っ
て
取
れ
な
い
ん
で
す
よ
。
あ
あ
っ
、
あ
あ
っ
…
…
。 

客
１ 

あ
ぁ
…
…
。 
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女
中 

ご
飯
、
丸
呑
み
す
る
と
い
い
っ
て
言
い
ま
す
よ
。
（
客
１
に
）
ね
え
？ 

客
１ 

あ
ぁ
。 

女
中 

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ
さ
い
。
今
、
持
っ
て
き
ま
す
か
ら
。 

 

女
中
、
去
る
。 

 

客
１ 

大
丈
夫
で
す
か
？ 

客
２ 

え
え
…
…
も
う
、
長
い
ん
で
す
か
？ 

客
１ 

え
？ 

客
２ 

こ
こ
、
い
ら
し
て
。 

客
１ 

あ
ぁ
。
こ
こ
来
た
頃
は
、
ま
だ
、
蝉
が
鳴
い
て
た
か
ら
…
…
夏
の
終
わ
り
か
。 

客
２ 

夏
の
終
わ
り
！ 

そ
り
ゃ
長
い
。
ヌ
シ
で
す
な
、
ヌ
シ
。
あ
あ
っ
、
あ
あ
っ
…
…
。 

客
１ 

…
…
。 

客
２ 

そ
う
い
や
、
新
し
い
客
が
来
た
み
た
い
で
す
ね
。 

客
１ 

え
？ 

客
２ 

新
し
い
客
が
来
た
み
た
い
で
す
ね
。 

客
１ 

客
？ 

客
２ 

え
え
。 

客
１ 

も
っ
と
、
は
っ
き
り
し
ゃ
べ
り
な
さ
い
よ
。（
観
客
席
の
）
お
客
さ
ん
、
聞
き
取
れ
な
い
じ
ゃ
な
い
。（
客
席
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に
）
ね
え
？ 

客
２ 

（
や
や
、
は
っ
き
り
）
新
し
い
客
が
来
た
み
た
い
で
す
ね
。
ゆ
う
べ
、
遅
い
時
間
に
。 

客
１ 

あ
ぁ
。
あ
の
夫
婦
ね
。 

客
２ 

夫
婦
な
ん
で
す
か
？ 

あ
の
二
人
。 

客
１ 
そ
う
言
っ
て
た
よ
。
新
婚
旅
行
だ
っ
て
。 

客
２ 
そ
う
で
す
か
。
い
い
で
す
な
あ
。
若
い
も
ん
は
。
あ
あ
っ
、
あ
あ
っ
…
…
。 

客
１ 

銀
行
家
の
息
子
な
ん
だ
っ
て
さ
。 

客
２ 

銀
行
家
？ 

客
１ 

実
家
が
ね
。
本
人
は
親
の
ス
ネ
囓
っ
て
、
画
廊
の
ま
ね
ご
と
し
て
る
ら
し
い
よ
。 

客
２ 

い
い
ご
身
分
で
す
な
あ
。 

客
１ 

ま
っ
た
く
。 

客
２ 

で
も
、
あ
れ
で
す
な
。
金
持
ち
が
ケ
チ
っ
て
い
う
の
は
、
本
当
な
ん
で
す
な
あ
。 

客
１ 

え
？ 

客
２ 

だ
っ
て
、
新
婚
旅
行
で
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
ん
な
安
宿
に
…
…
。 

客
１ 

い
や
、
途
中
で
雪
に
降
ら
れ
て
、
汽
車
が
止
ま
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
っ
て
。
本
当
は
老
舗
の
、
リ
ッ
パ
な
高
級

旅
館
を
予
約
し
て
あ
る
ら
し
い
よ
。 

客
２ 

あ
ぁ
、
な
ん
だ
、
そ
う
い
う
こ
と
。 

  
 

女
中
、
戻
っ
て
来
る
。 
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女
中 

こ
れ
。（
と
、
握
り
飯
を
） 

客
２ 

あ
、
あ
り
が
と
う
。（
受
け
取
る
） 

女
中 

噛
ん
じ
ゃ
ダ
メ
で
す
よ
。
丸
呑
み
で
す
よ
、
丸
呑
み
。 

客
２ 
ん
…
…
。 

 

客
２
、
握
り
飯
を
丸
呑
み
す
る
。 

 

客
２ 

…
…
。（
む
せ
る
） 

女
中 

だ
、
大
丈
夫
で
す
か
？
（
背
中
を
さ
す
る
） 

 

ス
ー
ツ
姿
の
若
い
男
〈
ス
リ
ッ
パ
〉
、
現
れ
る
。 

 

女
中 

あ
、
お
か
え
り
な
さ
い
ま
せ
。 

男 

た
だ
い
ま
。 

女
中 

ど
う
で
し
た
、
汽
車
は
？ 

も
う
、
動
い
て
ま
し
た
？ 

男 

い
え
、
ま
だ
…
…
。 

女
中 

そ
う
で
す
か
。 

  
 

客
２
、
な
ん
と
か
落
ち
着
く
。 
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客
１ 

（
男
に
）
ま
あ
、
ゆ
っ
く
り
し
て
っ
た
ら
い
い
じ
ゃ
な
い
。
慣
れ
れ
ば
、
こ
こ
も
悪
く
は
な
い
よ
。 

男 

は
ぁ
。 

女
中 

（
男
に
）
奥
様
は
？ 

男 

庭
で
雪
だ
る
ま
、
つ
く
っ
て
ま
す
。 

女
中 
あ
ぁ
。 

男 
ま
る
っ
き
り
子
供
で
困
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
。 

客
１ 

い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
か
わ
い
ら
し
く
て
。 

男 

か
わ
い
い
だ
け
じ
ゃ
…
…
。 

客
１ 

羨
ま
し
い
限
り
で
す
よ
、
あ
ん
な
若
い
奥
さ
ん
。 

女
中 

ち
ょ
っ
と
田
中
絹
代
に
似
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
よ
ね
。 

客
１ 

お
お
、
似
て
る
、
似
て
る
。 

男 

僕
は
こ
れ
か
ら
、
あ
れ
を
、
い
っ
ぱ
し
の
近
代
婦
人
に
育
て
あ
げ
る
つ
も
り
で
す
。 

一
同 

キ
ン
ダ
イ
フ
ジ
ン
？ 

男 

え
え
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
は
、
文
化
や
芸
術
を
教
え
て
や
ら
ね
ば
と
思
っ
て
ま
す
。
音
楽
や
絵
画
、
ダ
ン

ス
、
そ
れ
か
ら
、
詩
な
ど
を
…
…
。 

客
１ 

詩
？ 

 

男 

は
い
。 

客
２ 

な
ら
、
ち
ょ
う
ど
い
い
。
こ
の
宿
に
一
人
、
エ
ラ
イ
詩
人
の
先
生
が
泊
ま
っ
て
ま
す
よ
。 

男 

（
聞
き
取
り
に
く
く
）
は
い
？ 
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客
１ 

詩
人
が
、
泊
ま
っ
て
る
ん
で
す
よ
。 

男 

詩
人
が
？ 

客
２ 

（
女
中
に
）
ね
え
。 

女
中 

有
名
な
詩
人
の
先
生
な
ん
で
す
。 

男 
そ
れ
は
ぜ
ひ
、
お
会
い
し
て
、
お
話
を
伺
い
た
い
な
！ 

い
や
、
実
は
僕
も
学
生
時
代
の
知
り
合
い
に
、
一

人
、
有
名
な
詩
人
が
い
る
ん
で
す
よ
。 

 

【
Ｓ
Ｅ
２
】「
汽
笛
」。 

 

男
、
客
１
、
客
２
、
女
中
、
窓
外
（
客
席
側
）
に
目
を
や
る
。 

 

女
中 

汽
車
、
動
き
出
し
た
の
か
し
ら
？ 

客
２ 

あ
！ 

男 

？ 

客
２ 

（
骨
が
）
取
れ
た
。 

  
 

 

【
Ｍ
１
】「n

a
sh

1

」 

  
 

★
暗
転
。 
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１
１
・
猫
町
（
一
九
二
九
年
） 

 

【
Ｍ
１
】
続
い
て
い
る
。 

 

明
か
り
が
つ
く
と
、
そ
こ
は
時
計
屋
に
向
か
う
峠
道
で
あ
る
。 

黄
昏
時
。 

詩
人
〈
革
靴
〉、
現
れ
る
。
木
々
（
柱
）
の
間
を
縫
う
よ
う
に
歩
き
な
が
ら
―
―
。 

 

 

詩
人 

い
っ
た
い
ど
れ
だ
け
の
時
間
、
歩
い
た
の
だ
ろ
う
。
す
で
に
陽
は
、
山
の
向
こ
う
に
沈
ん
で
し
ま
っ
た
。
道

標
と
し
て
唯
一
た
よ
り
に
し
て
い
た
汽
車
の
レ
ー
ル
も
、
も
は
や
ど
こ
に
も
見
え
な
く
な
っ
た
。
私
は
だ
ん

だ
ん
不
安
に
な
っ
て
き
た
。
引
き
返
そ
う
と
、
後
ろ
を
振
り
返
る
が
、
そ
こ
に
も
前
と
同
じ
く
、
た
だ
、
暗

闇
が
続
く
ば
か
り
だ
っ
た
。
…
…
私
は
、
道
を
な
く
し
た
の
だ
。 

 

と
、
舞
台
奥
壁
の
裏
か
ら
、
妻
と
娘
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。 

 

妻
の
声 

今
日
か
ら
お
ま
え
は
、
お
父
様
と
一
緒
に
、
マ
エ
バ
シ
の
お
祖
父
様
の
家
に
行
く
の
よ
。 

娘
の
声 

お
母
様
は
？ 

 

妻
の
声 

…
…
。 

娘
の
声 

お
母
様
は
一
緒
に
行
か
な
い
の
？ 
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妻
の
声 

あ
と
で
行
く
か
ら
。 

娘
の
声 

あ
と
で
？ 

妻
の
声 

う
ん
。 

娘
の
声 

あ
と
で
っ
て
、
い
つ
？ 

妻
の
声 
お
母
様
の
、
髪
が
、
伸
び
た
ら
ね
。 

詩
人 
…
…
。 

  
 

妻
、
風
呂
敷
と
鞄
を
手
に
、
現
れ
る
。 

  

【
Ｍ
１
】
Ｆ
Ｏ
。 

 

詩
人 

キ
ミ
…
…
。 

妻 

こ
れ
を
。（
と
、
風
呂
敷
包
み
を
） 

詩
人 

？ 

妻 

あ
の
子
に
、
着
せ
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。 

詩
人 

何
だ
い
？ 

妻 

外
套
で
す
。
青
い
、
ビ
ロ
ー
ド
の
。
じ
き
に
、
冬
が
き
ま
す
か
ら
。 

詩
人 

…
…
。（
受
け
取
る
） 

妻 

じ
ゃ
あ
。 



 85 

詩
人 

行
く
の
か
。 

妻 

え
え
。 

詩
人 

…
…
そ
う
か
。 

妻 

止
め
な
い
ん
で
す
ね
。 

詩
人 
…
…
。 

妻 
後
悔
し
て
ま
す
？ 

詩
人 

後
悔
？ 

妻 

あ
た
し
と
一
緒
に
な
っ
た
こ
と
…
…
後
悔
し
て
ま
す
？ 

詩
人 

…
…
す
べ
て
、
私
の
過
失
だ
。 

妻 

…
…
。
過
失
、
で
す
か
。 

詩
人 

…
…
。 

妻 

お
元
気
で
。
あ
ま
り
飲
み
過
ぎ
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
。 

 

妻
、
去
る
。 

 
 

【
Ｓ
Ｅ
２
】 

【
Ｓ
Ｅ
３
】 

 

詩
人 

「
夜
汽
車
の
仄
暗

ほ
の
ぐ
ら

き
車
燈

し
ゃ
と
う

の
影
に 



 86 

母
な
き
子
供
等
は
眠
り
泣
き 

ひ
そ
か
に
皆
わ
が
憂
愁

ゆ
う
し
ゅ
う

を
探 さ

ぐ

れ
る
な
り
。 

鳴
呼

あ

あ

ま
た

都
み
や
こ

を
逃
れ
来
て 

何
所

い

づ

こ

の
家
郷

か
き
ょ
う

に
行
か
む
と
す
る
ぞ
。」 

 

こ
の
間
、
四
方
の
白
壁
に
、
窓
枠
の
影
が
大
き
く
、
い
く
つ
も
交
錯
し
て
伸
び
る
。 

 

詩
人 

汽
車
が
私
を
運
ん
だ
先
は
、
し
か
し
私
の
知
ら
な
い
、
ど
こ
か
の
町
だ
っ
た
。 

  
 

【
Ｍ
６
】
Ｆ
Ｉ
。 

 
  

 

 
  

奥
の
白
壁
に
、
町
の
影
。 

 

詩
人 

故
郷
と
は
似
て
も
似
つ
か
な
い
。
ま
る
で
現
実
の
町
で
は
な
く
っ
て
、
幻 げ

ん

燈 と
う

の
幕
に
映
っ
た
影
絵
の
よ
う
に

思
わ
れ
た
。 

 

詩
人
、
奥
に
向
か
っ
て
歩
き
出
す
。 
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詩
人 

…
…
こ
の
町
の
ど
こ
に
、
私
ら
の
幸
福
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
ど
こ
に
、
私
ら
の
恋
人
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
青

ざ
め
た
恐
怖
の
中
で
、
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
悔
恨

か
い
こ
ん

ば
か
り
が
、
野 の

鼠
ね
ず
み

の
よ
う
に
走
っ
て
い
っ
た
！ 

 

【
Ｍ
６
】
高
ま
る
。 

 

と
、
奥
の
白
壁
が
ゆ
っ
く
り
と
手
前
に
倒
れ
る
。 

壁
が
風
を
起
こ
し
、
床
の
枯
葉
が
舞
う
。 

壁
の
向
こ
う
に
現
れ
た
、
猫
、
猫
、
猫
…
…
。 

 

詩
人 

…
…
。（
思
わ
ず
後
ず
さ
る
） 

 

詩
人
の
傍
ら
を
、
手
に
灯
り
を
持
っ
た
猫
た
ち
が
、
失
っ
た
「
道
」
を
探
す
よ
う
に
、
ゆ
っ
く
り

無
言
で
通
り
過
ぎ
て
行
く
―
―
。 
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１
２
・
時
計
屋
（
一
九
二
九
年
） 

  
 

猫
が
去
る
と
、
時
計
屋
〈
革
靴
〉、
現
れ
る
。 

  
【
Ｍ
６
】
Ｃ
Ｏ
。 

  
 

明
か
り
が
変
わ
る
。 

そ
こ
は
時
計
屋
の
店
内
で
あ
る
。 

 

時
計
屋 

お
待
ち
し
て
お
り
ま
し
た
。 

詩
人 

え
？ 

時
計
屋 

雪
道

ゆ
き
み
ち

で
難
儀
な
さ
っ
た
で
し
ょ
う
。 

詩
人 

あ
ぁ
…
…
。 

時
計
屋 

あ
ま
り
遅
い
も
の
だ
か
ら
、
ど
こ
か
で
迷
子
に
な
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、
心
配
し
て
い
た
ん
で
す
よ
。 

詩
人 

…
…
。 

時
計
屋 

ど
う
か
な
さ
い
ま
し
た
？ 

詩
人 

い
や
、
今
、
猫
が
…
…
。 

時
計
屋 

猫
？ 

詩
人 

え
え
。
そ
こ
の
路
地
で
…
…
。 
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時
計
屋 

猫
な
ど
、
べ
つ
に
珍
し
く
も
な
い
。 

詩
人 

そ
れ
が
、
普
通
の
猫
で
は
な
く
て
、
人
の
恰
好
を
し
た
…
…
。 

時
計
屋 

そ
ん
な
バ
カ
な
。 

詩
人 

本
当
で
す
！ 

時
計
屋 
夢
で
も
見
た
の
で
し
ょ
う
。 

詩
人 
夢
？ 

時
計
屋 

え
え
。 

詩
人 

そ
ん
な
は
ず
は
な
い
。
確
か
に
、
私
は
こ
の
目
で
見
た
ん
だ
！ 

時
計
屋 

…
…
。
そ
う
で
す
か
。
し
か
し
、
ど
っ
ち
に
し
て
も
同
じ
こ
と
で
す
よ
。 

詩
人 

同
じ
こ
と
？ 

  
  

時
計
屋
、
カ
ウ
ン
タ
ー
の
中
か
ら
一
冊
の
本
を
取
り
出
す
。 

 
  

表
紙
に
『
猫
町
』
と
書
か
れ
て
あ
る
。 

 

時
計
屋 

「
支
那
の
哲
人
荘
子
は
、
か
つ
て
夢
に
胡
蝶
と
な
り
、
醒
め
て
自
ら
怪
し
み
言
っ
た
。
夢
の
胡
蝶
が
自
分
で

あ
る
か
、
今
の
自
分
が
自
分
で
あ
る
か
と
。
こ
の
一
つ
の
古
い
謎
は
、
千
古
に
わ
た
っ
て
だ
れ
も
解
け
な
い
。

錯
覚
さ
れ
た
宇
宙
は
、
狐
に
化
か
さ
れ
た
人
が
見
る
の
か
。
理
智
の
常
識
す
る
目
が
見
る
の
か
。
そ
も
そ
も

形
而
上
の
実
在
世
界
は
、
景
色
の
裏
側
に
あ
る
の
か
表
に
あ
る
の
か
。
お
そ
ら
く
だ
れ
も
、
こ
の
謎
に
解
答

で
き
な
い
。」 
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詩
人 

…
…
。 

時
計
屋 

ほ
ら
。
先
生
自
身
が
お
書
き
に
な
っ
て
る
。 

詩
人 

私
が
？ 

時
計
屋 

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
こ
の
私
も
、
先
生
が
夢
に
見
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
先

生
が
、
私
の
夢
の
登
場
人
物
な
の
か
…
…
。 

詩
人 
…
…
。 

時
計
屋 

（
本
を
置
き
）
一
杯
、
や
り
ま
せ
ん
か
。
と
っ
て
お
き
の
ワ
イ
ン
が
あ
る
ん
で
す
。 

  
 

時
計
屋
、
カ
ウ
ン
タ
ー
か
ら
ワ
イ
ン
と
グ
ラ
ス
二
つ
を
取
り
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
注
ぐ
。 

 

時
計
屋 

ど
う
ぞ
。 

詩
人 

…
…
憑
き
村
、
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

時
計
屋 

え
？ 

詩
人 

私
が
見
た
、
あ
の
猫
は
、
憑
き
村
の
住
人
で
は
…
…
。
ほ
ら
、
こ
な
い
だ
、
マ
マ
が
話
し
て
い
た
で
し
ょ
う
？ 

時
計
屋 

こ
な
い
だ
？ 

詩
人 

こ
な
い
だ
、
バ
ー
で
…
…
。 

時
計
屋 

何
の
話
で
す
か
？ 

詩
人 

え
？ 

時
計
屋 

そ
う
だ
。
時
計
で
し
た
ね
。
修
理
、
で
き
て
ま
す
よ
。 
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時
計
屋
、
去
る
。 

 
詩
人 

…
…
。 

 

詩
人
、
『
猫
町
』
の
本
を
手
に
取
り
、
読
む
。 

 
 

 

詩
人 

「
私
の
物
語
は
此
所
で
終
る
。
だ
が
し
か
し
、
今
も
な
お
私
の
記
憶
に
残
っ
て
い
る
も
の
は
、
あ
の
不
可
思

議
な
人
外
の
町
。
窓
に
も
、
軒
に
も
、
往
来
に
も
、
猫
の
姿
が
あ
り
あ
り
と
映
像
し
て
い
た
、
あ
の
奇
怪
な

猫
町
の
光
景
で
あ
る
。
…
…
人
は
私
の
物
語
を
冷
笑
し
て
、
詩
人
の
病
的
な
錯
覚
で
あ
り
、
愚
に
も
つ
か
な

い
妄
想
の
幻
影
だ
と
言
う
。
だ
が
私
は
、
た
し
か
に
猫
ば
か
り
の
住
ん
で
る
町
、
猫
が
人
間
の
姿
を
し
て
、

街
路
に
群
集
し
て
い
る
町
を
見
た
の
で
あ
る
。
理
窟
や
議
論
は
ど
う
に
も
あ
れ
、
宇
宙
の
或
る
何
所
か
で
、

私
が
そ
れ
を
「
見
た
」
と
い
う
こ
と
ほ
ど
、
私
に
と
っ
て
絶
対
不
惑
の
事
実
は
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
多
く
の
人
々

の
、
あ
ら
ゆ
る
嘲
笑
の
前
に
立
っ
て
、
私
は
今
も
な
お
固
く
心
に
信
じ
て
い
る
。
あ
の
裏
日
本
の
伝
説
が
口

碑
し
て
い
る
特
殊
な
部
落
。
猫
の
精
霊
ば
か
り
の
住
ん
で
る
町
が
、
確
か
に
宇
宙
の
或
る
何
所
か
に
、
必
ら

ず
実
在
し
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
。
」 

  
  

詩
人
、
本
の
奥
付
を
見
る
。 

 

詩
人 

昭
和
十
年
十
一
月
…
…
。
六
年
後
の
私
が
、
こ
ん
な
物
語
を
書
い
た
の
か
…
…
。 
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【
Ｓ
Ｅ
１
】 

  
 

詩
人
、
本
を
カ
ウ
ン
タ
ー
の
上
に
置
く
。 

そ
し
て
グ
ラ
ス
の
ワ
イ
ン
を
一
息
に
飲
み
干
す
。 

グ
ラ
ス
を
置
き
、
風
呂
敷
包
み
を
手
に
、
商
店
街
の
あ
る
表
通
り
へ
出
て
行
く
―
―
。 
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１
３
・
駅
（
一
九
二
九
年
／
一
九
二
七
年
） 

  
 

男
〈
革
靴
〉、
現
れ
る
。 

溜
息
を
つ
き
、
椅
子
に
座
る
。 

駅
長
〈
革
靴
〉、
箒
と
ち
り
と
り
を
手
に
現
れ
る
。 

 
 

そ
こ
は
駅
の
待
合
室
で
あ
る
。 

 

駅
長 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

男 

あ
ぁ
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

駅
長 

あ
れ
？ 

奥
様
は
？ 

男 

そ
こ
の
、
土
産
物
屋
で
、
足
止
め
食
っ
て
て
…
…
。 

駅
長 

あ
ぁ
。 

男 

（
溜
息
） 

駅
長 

ど
う
か
し
ま
し
た
？ 

 

男 

え
？ 

駅
長 

溜
息
な
ん
か
つ
い
て
。 

男 

あ
ぁ
。
い
や
…
…
。 

 

マ
マ
〈
パ
ン
プ
ス
〉、
現
れ
る
。 
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マ
マ 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

駅
長 

あ
れ
？ 

マ
マ
。
ど
し
た
の
？ 

マ
マ 

宿
ま
で
、
先
生
、
送
り
届
け
て
き
た
の
。 

駅
長 
先
生
を
？ 

マ
マ 
呑
み
慣
れ
な
い
ワ
イ
ン
な
ん
か
呑
ん
で
、
酔
い
つ
ぶ
れ
て
。
も
う
、
た
い
へ
ん
だ
っ
た
ん
だ
か
ら
。 

駅
長 

あ
ぁ
、
そ
う
な
の
…
…
。
俺
も
酔
い
つ
ぶ
れ
て
み
よ
っ
か
な
あ
。 

マ
マ 

え
？ 

駅
長 

そ
し
た
ら
マ
マ
、
介
抱
し
て
く
れ
る
？ 

マ
マ 

は
あ
？ 

 

客
１
〈
革
靴
〉、
風
呂
敷
包
み
を
提
げ
て
、
表
通
り
か
ら
現
れ
る
。 

 

客
１ 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

駅
長 

あ
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

客
１ 

（
マ
マ
に
）
あ
、
先
ほ
ど
は
…
…
。 

マ
マ 

ど
う
も
。 

駅
長 

（
客
１
に
）
お
帰
り
で
す
か
？ 

客
１ 

え
え
。 
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駅
長 

い
か
が
で
し
た
？ 

こ
こ
の
温
泉
は
。 

客
１ 

素
晴
ら
し
い
お
湯
で
し
た
よ
。
お
か
げ
で
、
ほ
ら
、
腰
痛
も
す
っ
か
り
。 

駅
長 

そ
れ
は
よ
か
っ
た
！ 

 
客
１ 

（
男
に
）
あ
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

男 
（
元
気
な
く
）
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
…
…
。 

客
１ 
残
念
で
し
た
ね
。 

男 

は
い
？ 

客
１ 

先
生
、
あ
ん
な
状
態
で
、
ま
と
も
に
話
、
で
き
な
く
て
。 

男 

あ
ぁ
…
…
。 

マ
マ 

あ
ら
。
先
生
に
ご
用
事
が
？ 

ご
め
ん
な
さ
い
ね
。
だ
っ
た
ら
無
理
に
で
も
ゆ
う
べ
の
内
に
帰
す
ん
だ
っ
た
。 

男 

い
い
え
。
む
し
ろ
、
帰
し
て
く
れ
な
く
て
助
か
り
ま
し
た
。 

マ
マ 

え
？ 

男 

あ
…
…
ち
ょ
っ
と
、
女
房
の
様
子
、
見
て
き
ま
す
。 

  
  

男
、
去
る
。 

 

マ
マ 

…
…
？ 

 

客
２
〈
革
靴
〉、
現
れ
る
。
青
猫
の
お
面
を
手
に
持
っ
て
い
る
。 
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客
２ 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

客
１ 

あ
、
お
は
（
よ
う
。）
…
…
何
？ 

そ
れ
。 
 

客
２ 

あ
ぁ
。
猫
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？ 

（
お
面
を
顔
に
あ
て
が
い
）
ニ
ャ
ー
！ 

一
同 
…
…
。 

客
２ 
そ
こ
の
土
産
物
屋
で
買
っ
た
ん
で
す
よ
。
孫
の
お
土
産
に
。 

客
１ 

あ
ぁ
。 

客
２ 

他
に
は
、
漬
け
物
と
か
佃
煮
と
か
ば
っ
か
で
、
子
供
の
喜
び
そ
う
な
も
ん
が
何
も
な
く
て
…
…
。 

女
中
の
声 

お
客
さ
ま
～
！ 

一
同 

？ 

 

女
中
〈
草
履
〉
が
、
表
通
り
か
ら
駆
け
込
ん
で
く
る
。 

 

女
中 

お
客
さ
ま
、
こ
れ
。 

客
２ 

え
？ 

 

女
中 

忘
れ
物
。（
と
、
風
呂
敷
包
み
を
） 

客
２ 

あ
、
い
け
ね
。（
受
け
取
る
）
ま
た
女
房
に
叱
ら
れ
る
と
こ
だ
っ
た
。 

女
中 

（
マ
マ
を
認
め
）
あ
、
先
ほ
ど
は
、
ど
う
も
。 

マ
マ 

ど
う
も
。 
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駅
長 

（
腕
時
計
に
目
を
や
り
）
あ
、
そ
ろ
そ
ろ
…
…
。
（
咳
払
い
）
え
ー
、
み
な
さ
ん
。
こ
れ
よ
り
上
り
の
改
札

を
始
め
ま
す
！ 

こ
ち
ら
に
一
列
に
お
並
び
く
だ
さ
い
。
一
列
で
お
願
い
し
ま
す
！ 

  
 

客
２
、
客
１
、
ざ
わ
ざ
わ
と
一
列
に
並
ぶ
。 

 

駅
長 
お
忘
れ
物
、
な
い
で
す
か
？ 

客
２ 

え
え
。（
と
、
切
符
を
） 

駅
長 

は
い
。（
切
る
） 

女
中 

お
気
を
つ
け
て
。 

 

客
２
、
客
席
側
に
去
る
。 

 

 
  

駅
長
、
客
１
の
切
符
を
切
る
。 

 

女
中 

ま
た
の
お
越
し
を
。 

 

客
１
、
客
席
側
に
去
る
。 

 

女
中 

さ
て
。
あ
た
し
は
宿
に
戻
っ
て
、
ケ
ー
ジ
カ
の
お
掃
除
し
な
き
ゃ
。 

駅
長 

ケ
ー
ジ
カ
？ 

女
中 

つ
ま
ら
な
い
現
実
っ
て
こ
と
で
す
よ
。 
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女
中
、
表
通
り
に
去
る
。 

 
駅
長 

ケ
ー
ジ
カ
…
…
。
あ
れ
？ 

マ
マ
、
早
く
し
な
い
と
、
汽
車
、
来
る
よ
。 

マ
マ 
ち
ょ
っ
と
、
Ｕ
町 ま

ち

ま
で
行
こ
う
と
思
っ
て
。 

駅
長 

Ｕ
町
？ 

マ
マ 

う
ん
。 

駅
長 

Ｕ
町
に
、
何
か
？ 

マ
マ 

時
計
屋
さ
ん
へ
。
お
店
の
時
計
、
買
い
換
え
よ
う
と
思
っ
て
。 

駅
長 

あ
ぁ
…
…
。 

マ
マ 

下
り
の
汽
車
は
？ 

駅
長 

ま
だ
、
一
時
間
先
。 

マ
マ 

じ
ゃ
あ
、
歩
い
た
方
が
早
い
わ
ね
。 

  
  

マ
マ
、
表
通
り
に
去
る
。 

 

駅
長 

（
そ
の
後
ろ
姿
を
見
送
り
、
独
り
ご
ち
る
）
…
…
Ｕ
町
に
時
計
屋
な
ん
て
、
あ
っ
た
か
な
あ
…
…
？ 

 

と
、
時
計
屋
〈
革
靴
〉、
ホ
ー
ム
（
客
席
側
）
か
ら
現
れ
る
。 
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駅
長 

あ
…
…
。 

時
計
屋 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

駅
長 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
…
…
。 

  
 

時
計
屋
、
椅
子
に
座
る
。 

 

駅
長 

あ
の
…
…
。 

時
計
屋 

？ 

駅
長 

つ
か
ぬ
事
を
う
か
が
い
ま
す
が
、
あ
な
た
、
マ
マ
と
は
…
…
。 

  
 

【
Ｓ
Ｅ
２
】 

 

駅
長 

…
…
。
あ
の
若
い
夫
婦
も
、
上
り
に
乗
る
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
な
？
（
時
計
屋
に
）
失
礼
。
…
…
お
客
さ
ぁ

ん
。
汽
車
が
出
ま
す
よ
お
！ 

 

駅
長
、
表
通
り
に
去
る
。 

  
 

【
Ｓ
Ｅ
４
】 
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明
か
り
が
夏
の
そ
れ
に
変
わ
る
。 

 
 

時
計
屋
、
コ
ー
ト
を
脱
ぐ
。 

と
、
夏
服
の
妻
〈
パ
ン
プ
ス
〉、
表
通
り
か
ら
現
れ
る
。 

 

妻 
こ
っ
ち
こ
っ
ち
。
何
し
て
る
の
？ 

早
く
お
い
で
な
さ
い
よ
。 

 

若
い
男
〈
革
靴
〉、
両
手
に
大
き
な
鞄
を
持
っ
て
現
れ
る
。 

 

男 

ね
ぇ
。 

妻 

ん
？ 

男 

や
っ
ぱ
り
、
よ
さ
な
い
？ 

妻 

…
…
え
？ 
 

男 

…
…
。 

妻 

よ
す
っ
て
、
何
を
？ 

男 

い
や
、
だ
か
ら
、
駆
け
落
ち
…
…
。 

  
 

【
Ｓ
Ｅ
４
】
Ｆ
Ｏ
。 

 

妻 

何
よ
？ 

今
さ
ら
。 
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男 

だ
っ
て
、
こ
ん
な
こ
と
、
世
間
が
許
さ
な
い
よ
。 

妻 

世
間
？ 

男 

う
ん
。 

妻 

ど
う
し
て
よ
？ 

 

男 
ど
う
し
て
っ
て
…
…
。 

妻 
晴
れ
て
独
り
に
な
っ
た
の
よ
。
な
ぜ
人
目
を
憚
る
必
要
が
あ
る
の
？ 

男 

そ
り
ゃ
、
理
屈
は
そ
う
か
も
知
れ
な
い
け
ど
…
…
下
手
す
り
ゃ
、
こ
れ
、
新
聞
沙
汰
だ
ぜ
。
少
な
く
と
も
確

実
に
週
刊
誌
の
ネ
タ
に
は
な
る
。 

妻 

ネ
タ
に
し
た
け
り
ゃ
さ
せ
と
く
わ
。 

男 

僕
は
、
君
の
よ
う
に
、
強
く
は
な
い
よ
。 

妻 

強
い
？ 

あ
た
し
が
？ 

男 

…
…
。 

妻 

要
す
る
に
心
変
わ
り
し
た
わ
け
ね
。 

男 

そ
う
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
…
…
。 

妻 

だ
っ
た
ら
…
…
。 

男 

描
き
か
け
の
絵
も
あ
る
し
さ
。
大
学
の
卒
業
制
作
な
ん
だ
よ
。
僕
の
将
来
が
か
か
っ
て
ん
の
。
だ
か
ら
…
…
。 

妻 

…
…
。
わ
か
っ
た
わ
。 

男 

…
…
。
ご
め
ん
よ
。 

妻 

謝
ら
な
い
で
！ 
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男 

…
…
。 

妻 

何
し
て
る
の
？ 

さ
っ
さ
と
行
き
な
さ
い
よ
！ 

  
 

男
、
妻
の
荷
物
を
置
い
て
去
る
。 

 

妻 
…
…
。
退
屈
な
人
。 

 

妻
、
椅
子
に
腰
掛
け
る
。
歌
を
口
ず
さ
む
。 

 

妻 

「
宵
闇
せ
ま
れ
ば 

悩
み
は
涯 は

て

な
し 

み
だ
る
る
心
に 
う
つ
る
は
誰 た

が
影
…
…
」 

 

時
計
屋
、
妻
の
傍
ら
に
歩
み
寄
り
、
懐
中
時
計
を
差
し
出
す
。 

 

時
計
屋 

こ
れ
を
…
…
。 

妻 

え
？ 

時
計
屋 

こ
れ
を
、
お
渡
し
し
て
お
き
ま
す
。 

妻 

何
で
す
か
？ 

時
計
屋 

先
生
の
時
計
で
す
。 
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妻 

あ
の
人
の
…
…
？ 

時
計
屋 

え
え
。 

妻 

…
…
ど
ち
ら
さ
ま
？ 

時
計
屋 

時
計
屋
で
す
。
修
理
を
頼
ま
れ
て
い
た
ん
で
す
。
ほ
ん
と
は
昨
日
、
先
生
が
店
ま
で
取
り
に
来
る
は
ず
だ
っ

た
ん
で
す
が
…
…
。 

妻 
昨
日
？ 

時
計
屋 

え
え
。
昨
日
。 

妻 

そ
う
で
す
か
…
…
。
で
も
、
あ
た
し
は
、
も
う
、
あ
の
人
の
妻
で
は
な
い
わ
。
二
度
と
会
う
こ
と
も
な
い
。 

時
計
屋 

わ
か
り
ま
せ
ん
よ
。 

妻 

え
？ 

時
計
屋 

時
計
の
長
針
と
短
針
と
が
重
な
る
と
き
が
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
世
界
で
起
こ
る
で
き
ご
と
は
、
あ
る
周
期
に

よ
っ
て
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
い
つ
か
、
何
百
万
年
か
の
間
に
。 

妻 

…
…
。 

時
計
屋 

未
来
は
過
去
で
あ
り
、
過
去
は
未
来
で
あ
り
、
つ
ま
り
す
べ
て
は
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
。
た
だ
、
こ
の
瞬

間
だ
け
が
、「
今
」
に
対
す
る
原
因
で
あ
り
、
結
果
な
の
で
す
。 

妻 

…
…
。 

時
計
屋 

こ
れ
は
、
あ
な
た
が
持
っ
て
い
な
さ
い
。 

 

妻
、
懐
中
時
計
を
受
け
取
る
。 
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【
Ｓ
Ｅ
２
】 

 
時
計
屋 
時
間
だ
。
大
い
な
る
正
午

、

、

、

、

、

、

が
や
っ
て
き
た
。
…
…
で
は
、
ま
た
、
い
つ
か
。
月
の
な
い
夜
に
。 

  
 

時
計
屋
、
去
る
。 

 
 

沈
黙
。 

 

妻 

…
…
。 

 

妻
、
懐
中
時
計
を
見
つ
め
る
。 

と
、
ど
こ
か
ら
か
、
か
す
か
に
「
君
恋
し
」
が
聞
こ
え
て
く
る
。 

 

【
Ｍ
７
】 

 

妻
、
置
き
去
り
に
さ
れ
た
荷
物
を
手
に
取
り
、
立
ち
上
が
る
。 

 
 

そ
し
て
一
歩
踏
み
出
し
た
そ
の
瞬
間
、 

 

【
Ｍ
７
】
大
音
量
に
。 
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夏
の
光
が
真
上
か
ら
妻
を
射
す
。 

妻
、
正
面
を
正
視
し
た
ま
ま
、
ス
ト
ッ
プ
モ
ー
シ
ョ
ン
。 

彼
女
に
は
今
、
一
切
の
影
が
な
い
。 

 
 

 

妻 
…
…
。 

 

曲
調
の
変
わ
り
目
で
明
か
り
が
変
わ
る
。 

登
場
人
物
た
ち
、
客
席
の
後
方
か
ら
一
斉
に
現
れ
る
。 
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エ
ピ
ロ
ー
グ 

  

出
演
者
ら
が
客
席
に
向
か
い
一
礼
を
し
て
、
舞
台
奥
を
通
り
抜
け
、
表
通
り
へ
出
て
い
く
。 

客
電
が
つ
く
。 

柱
の
、
傘
の
つ
い
た
電
灯
も
。 

 

【
Ｍ
０
】 

 

係
の
案
内
に
従
っ
て
、
観
客
ら
も
ま
た
舞
台
を
通
り
、
小
屋
の
外
へ
出
て
行
く
。 

 

※ 

 

こ
の
小
屋
の
表
口
が
、
物
語
の
出
口
で
あ
る
。 

 

〈
幕
〉 
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